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八
六

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

は
じ
め
に

　

江
戸
期
に
於
い
て
、『
論
語
』
は
多
く
の
注
釈
書
、著
作
が
成
立
し
、

広
く
人
々
へ
受
容
さ
れ
た
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
ら
『
論
語
』
訓
蒙
書（
１
）

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る（
２
）上
で
、
閑
却
出
来
な
い
の
が
多
く
の
講
義

筆
記
を
残
し
た
山
崎
闇
斎
を
祖
と
す
る
崎
門
学
派
の
存
在
で
あ
る（
３
）。

　

崎
門
学
派
、
殊
に
山
崎
闇
斎
─
浅
見
絅
斎
─
若
林
強
斎
の
学
脈
で

伝
え
ら
れ
て
き
た
講
義
筆
記
の
多
く
は
今
日
、『
─
師
説
』
と
し
て
、

伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
師
説
』
は
特
に
優
秀
な
弟
子
が
師
の
講
義
を

記
録
し
、
そ
の
内
容
を
師
が
校
閲
す
る
事
で
完
成
し
た
。『
師
説
』

に
は
規
定
も
定
め
ら
れ
、
み
だ
り
に
転
写
す
る
事
も
許
さ
れ
ず
、
借

り
受
け
た
者
は
身
を
正
し
て
こ
れ
を
読
ん
で
い
た（
４
）。
こ
の
如
く
厳
格

に
保
管
さ
れ
た
『
師
説
』
は
閉
鎖
的
な
『
論
語
』
の
口
述
筆
記
で
あ

り
、
板
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
事
か
ら
、
広
く
人
々
に
受
容
さ
れ

浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
と
繾
綣
惻
怛

─
わ
が
国
に
於
け
る
『
論
語
』
実
践

─

大　

貫　

大　

樹

た
も
の
で
は
な
い
。
か
よ
う
な
崎
門
学
派
に
よ
る
講
義
筆
記
と
は
、

『
論
語
』
訓
蒙
書
の
な
か
で
、
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。
こ
の

点
は
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
検

討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

崎
門
学
者
に
よ
る
『
論
語
』
の
講
義
筆
記
に
つ
い
て
は
、
近
藤
啓

吾「
若
林
強
斎
の『
論
語
講
義
』」（『
紹
宇
存
稿
─
垂
加
者
の
思
ひ
─
』

国
書
刊
行
会
、
平
成
十
二
年
所
収
）
を
は
じ
め
、
望
楠
軒
（
浅
見
絅

斎
─
若
林
強
斎
の
学
脈
）
の
講
義
筆
記
に
見
え
る
特
徴
を
中
心
に
明

ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る（
５
）。

こ
の
う
ち
近
藤
氏
は
強
斎
の『
論
語
講
義
』

の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、浅
見
絅
斎（
承
応
元
年〈
一
六
五
二
〉

～
正
徳
元
年
〈
一
七
一
二
〉）
の
『
論
語
師
説
』
に
つ
い
て
も
検
討

を
加
え
て
お
ら
れ
る（
６
）。

　

近
藤
氏
に
よ
れ
ば
、『
論
語
師
説
』
の
衛
霊
公
第
一
五
よ
り
堯
曰

第
二
〇
に
至
る
ま
で
の
六
篇
は
、
強
斎
の
『
論
語
講
義
』
と
そ
の
内
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容
を
一
に
し
て
い
る
と
い
う
。
絅
斎
の
『
論
語
』
講
義
は
、
元
禄

十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
彼
が
五
十
歳
の
時
で

あ
る
。
同
氏
は
広
木
文
蔵
が
『
論
語
師
説
』
の
浄
写
に
五
年
を
要
し

た
事
か
ら
、『
論
語
』
全
篇
の
講
説
は
四
、五
年
を
要
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
事
を
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
絅
斎
の
講
説
が
憲
問

篇
で
終
わ
っ
て
い
る
所
以
と
は
、『
論
語
』
講
説
の
途
中
で
絅
斎
が

他
書
の
講
説
に
移
っ
た
事
に
よ
る
と
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
同
氏
は
強
斎
の
『
論
語
講
義
』
が
絅
斎
に
よ
る
講
説
の

主
旨
の
み
な
ら
ず
、
用
例
・
字
句
に
至
る
ま
で
踏
襲
し
て
い
た
事
か

ら
、
強
斎
が
師
説
の
継
承
に
努
め
て
い
た
事
も
、『
論
語
師
説
』
と

の
比
較
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
な
か
で
も
「
最
も
重
要
な
る

も
の
は
、
絅
斎
の
楠
木
正
成
尊
崇
の
精
神
」（
二
〇
一
頁
）
で
あ
り
、

こ
の
点
も
強
斎
は
絅
斎
よ
り
継
承
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
強
斎
は
後

に
山
崎
闇
斎
が
創
唱
し
た
神
学
で
あ
る
垂
加
神
道
を
学
ぶ
と
最
終
的

に
楠
公
を
し
て
、「
深
き
信
仰
の
人
と
し
て
仰
ぐ
」
に
至
っ
た
点
で

師
と
の
間
に
差
異
が
あ
る
事
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

　

以
上
、
近
藤
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
浅
見
絅
斎
『
論
語

師
説
』
か
ら
、
彼
が
如
何
に
『
論
語
』
を
講
じ
た
の
か
、
絅
斎
の
講

説
に
見
え
る
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
の
検
討
を
通
じ
て
、
浅

見
絅
斎
の
思
想
史
的
研
究（
７
）の
補
充
は
も
と
よ
り
、
江
戸
期
『
論
語
』

訓
蒙
書
の
一
側
面
に
つ
い
て
、
些
か
で
は
あ
る
が
提
示
出
来
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

な
お
、本
稿
は
國
學
院
大
學
大
学
院
特
定
課
題
研
究
「
江
戸
期
『
論

語
』
訓
蒙
書
の
研
究
」
及
び
日
本
学
術
振
興
会
、
科
学
研
究
費
、
基

礎
研
究
（
Ｃ
）
領
域
番
号19K

00061

「
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書

の
基
礎
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
『
論
語
師
説
』

に
つ
い
て
は
、国
士
舘
大
学
図
書
館
楠
本
文
庫
所
蔵
本
（
全
二
一
冊
）

を
用
い
、
引
用
に
際
し
て
は
現
在
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
講
義
の
基
本
姿
勢

　

そ
こ
で
先
ず
、『
論
語
師
説
』（
以
下
、『
師
説
』
と
略
記
す
。
ま

た
引
用
読
点
筆
者
）
の
冒
頭
部
（「
読
論
語
孟
子
法
」・「
論
語
集
註

序
説
」）
か
ら
絅
斎
が
講
義
に
際
し
、
用
い
た
テ
キ
ス
ト
を
確
認
し

よ
う
。此

読
法
ト
云
ハ
タ
ヽ
イ
朱
子
ノ
元
本
ニ
ノ
ツ
タ
コ
ト
シ
ヤ
ニ
明

永
楽
カ
大
全
ヲ
ア
ム
時
ニ
大
全
ニ
ハ
ツ
ケ
テ
常
ノ
素
本
ニ
ハ
取

テ
ノ
ケ
タ
ソ
、
ソ
レ
テ
山
崎
氏
ノ
朱
子
ノ
元
本
ヲ
エ
ラ
レ
テ
旧

本
ニ
復
セ
ラ
レ
テ
此
本
ト
ナ
リ
タ
ソ
、

『
四
書
集
註
』
に
掲
げ
ら
れ
た
「
読
論
語
孟
子
法
」
と
は
、
明
の
永

楽
帝
が
編
纂
を
命
じ
た
『
四
書
大
全
』
の
通
行
本
か
ら
は
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
闇
斎
が
『
四
書
集
註
』
の
原
本
に
基
づ
い
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て
、「
読
論
語
孟
子
法
」
を
附
し
た
の
が
、「
此
本
」
と
い
う（
８
）。
右
の

一
説
か
ら
は
絅
斎
が
講
ず
る
手
許
に
は
、嘉
点
本
『
論
語
集
註
』（「
此

本
」）
が
あ
り
、
門
弟
も
こ
れ
を
持
っ
て
講
筵
に
参
加
し
て
い
た
事

が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
絅
斎
は
「
四
書
序
考
カ
山
崎
先
生
初
年
ノ
作

シ
ヤ
ガ
、
ア
ノ
本
カ
吟
味
セ
ラ
レ
タ
、
宋
ノ
元
本
テ
ヨ
イ
ソ
」
と
も

し
て
い
る
事
か
ら
、
闇
斎
の
『
四
書
序
考
』
の
う
ち
、「
論
語
序
考
」

も
講
説
の
参
考
書
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

絅
斎
に
よ
れ
ば
、『
論
語
』
と
は
、

論
語
ニ
在
テ
ハ
大
学
ノ
学
ニ
テ
教
ヘ
中
庸
ノ
道
統
ヲ
傭
ル
ト
ハ

違
テ
直
ニ
弟
子
ヲ
引
マ
ハ
サ
レ
タ
ハ
論
語
ナ
リ
孟
子
ニ
至
テ
ハ

ソ
レ
ヲ
傭
ヘ
テ
教
ル
書
也
、
ス
ヘ
テ
聖
賢
ノ
人
ヲ
教
ル
ノ
事
業

事
実
ヲ
知
ル
ハ
論
孟
ニ
コ
ユ
ル
コ
ト
ハ
ナ
イ
ソ
、

『
論
語
』、『
孟
子
』
は
聖
人
が
直
に
弟
子
へ
教
え
の
有
様
を
記
し
た

書
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
四
書
の
中
で
も
両
書
を
重
視
し
て
い
た
。

な
お
、
先
に
少
し
く
触
れ
た
闇
斎
の
『
四
書
序
考
』
は
彼
が
『
四
書

集
註
』
の
序
文
に
註
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、「
大
学
章
句
序
」「
中

庸
章
句
序
」「
孟
子
序
説
」
が
蔡
清
『
四
書
蒙
引
』
か
ら
の
引
用
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
論
語
序
説
」
は
宋
・
元
・
明

の
註
釈
書
を
直
接
用
い
て
、
独
自
の
註
釈
書
作
成
を
試
み
て
い
る（
９
）。

こ
の
事
か
ら
も
、
崎
門
学
派
に
於
い
て
『
論
語
』
が
重
視
さ
れ
て
い

た
事
が
窺
え
よ
う
。

　

か
く
も
『
論
語
』
を
重
視
す
る
絅
斎
は
「
論
語
ハ
全
体
学
者
カ
ラ

云
ヘ
ハ
存
養
ノ
書
、聖
人
カ
ラ
云
ヘ
ハ
自
得
ノ
書
」
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
「
論
語
集
註
序
説
」
の
「
程
子
曰
は
く
、
頤
、

十
七
八
自
り
論
語
を
読
み
、
当
時
已
に
文
義
を
暁
る
。
之
を
読
む
こ

と
、
愈
々
久
し
う
し
て
、
但
だ
意
味
深
長
な
る
を
覚
ゆ
る
の
み（
（1
（

」
に

対
す
る
講
説
に
詳
し
い
。
曰
く
、

程
子
ノ
論
語
ヲ
読
レ
タ
コ
ト
ヲ
云
テ
カ
ウ
云
コ
ト
カ
本
法
ノ
論

語
ヲ
読
ト
云
モ
ノ
ト
云
コ
ト
ヲ
知
ラ
ス
ル
…
十
七
八
ノ
時
分
ヨ

リ
ノ
文
義
ハ
知
タ
カ
今
ト
テ
モ
文
義
ハ
其
時
ニ
少
モ
替
ル
コ
ト

無
カ
只
読
メ
ハ
ヨ
ム
ホ
ト
漸
〳
〵
ニ
義
理
カ
ア
ツ
ク
、
義
理
カ

至
テ
日
用
ニ
へ
テ
シ
テ
モ
書
ニ
考
テ
シ
テ
モ
、
漸
々
ニ
心
ニ
得

ヤ
ウ
ガ
違
テ
次
第
〳
〵
ニ
奥
深
ウ
底
エ
入
テ
ク
ル
、
是
ナ
セ
ト

云
ニ
、
吾
心
上
ノ
タ
ケ
カ
次
第
ニ
ノ
ヒ
テ
ク
ル
ホ
ト
ニ
一
年
々

ト
何
ト
云
コ
ト
ハ
ナ
イ
、
心
エ
ノ
リ
様
見
エ
様
カ
ト
コ
ト
モ
ナ

ウ
違
テ
覚
ル
モ
ノ
ナ
リ
、

程
子
が
『
論
語
』
を
読
む
様
こ
そ
、『
論
語
』
を
真
に
「
読
ト
云
モ
ノ
」

で
あ
る
。
程
子
は
『
論
語
』
に
記
さ
れ
た
文
義
そ
の
も
の
は
、
読
み

始
め
た
頃
よ
り
既
に
分
か
っ
て
い
た
。
だ
が
、「
読
メ
ハ
ヨ
ム
ホ
ト
」、

そ
の
「
意
味
」
を
解
し
て
、
次
第
に
「
義
理
カ
ア
ツ
ク
」
な
り
、「
義

理
カ
至
」
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
我
が
心
は
格
段
に
成
長
し
、

や
が
て
心
の
奥
底
へ
と
『
論
語
』
の
教
え
が
定
着
す
る
と
い
う
。
同
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様
の
事
は
「
意
味
深
長
」
を
説
い
た
箇
所
で
、

意
味
ト
云
ハ
ド
コ
カ
ド
ウ
ト
口
ニ
云
ル
ヽ
コ
ト
テ
ハ
ナ
イ
、
何

ト
ナ
ク
云
ズ
シ
テ
、
ア
ヽ
サ
テ
モ
ト
云
様
ニ
自
然
ニ
吾
エ
ノ
ツ

ケ
テ
ク
ル
真
味
ノ
所
ヲ
云
、
始
ハ
意
味
カ
ノ
ラ
ネ
ト
云
コ
ト
テ

ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
読
メ
ハ
読
ホ
ト
ソ
レ
ナ
リ
カ
自
然
ニ
奥
深
ウ

底
エ
入
テ
何
ト
ナ
ク
厚
ウ
覚
テ
ク
ル
コ
ト
ヲ
云
、
ソ
レ
ヲ
意
味

ト
云
フ
テ
ハ
、吾
学
ノ
タ
ケ
ホ
ト
ツ
ヽ
ノ
ツ
テ
ク
ル
モ
ノ
ナ
リ
、

　
『
論
語
』
の
文
章
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
、
表
面
的
に

捉
え
、
理
屈
を
並
べ
立
て
て
解
釈
す
る
の
は
、「
意
味
」
を
知
っ
た

事
に
は
な
ら
な
い
。
殊
更
に
揚
言
せ
ず
と
も
、
文
章
に
込
め
ら
れ
た

る
真
意
を
自
然
と
解
す
る
事
が
出
来
る
、
こ
れ
こ
そ
「
意
味
」
を
知

る
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
の
「
意
味
」
に
つ
い
て
、
読
み
始
め
た
頃

は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、「
読
メ
ハ
読
ホ
ト
」に
我
が
心
の
奥
底
へ
、

自
然
と
そ
の
「
意
味
」
も
定
着
し
、
修
学
の
度
合
い
に
よ
っ
て
「
意

味
」
は
自
ら
の
心
に
溶
け
込
む
。『
論
語
』
と
は
「
存
養
」
の
書
で

あ
る
が
、
そ
の
「
読
書
」
法
と
は
、
程
子
の
如
く
あ
れ
、
と
す
る
絅

斎
の
講
説
は
「
読
論
語
孟
子
法
」
が
掲
げ
ら
れ
た
所
以
を
明
瞭
に
説

い
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

そ
の
絅
斎
に
よ
れ
ば
「
学
フ
ト
云
ハ
身
ニ
修
行
ソ
、
修
行
シ
タ
ナ

リ
ニ
身
ノ
カ
タ
ヲ
付
ル
コ
ト
」
で
あ
り
、「
世
間
ノ
学
ガ
学
ブ
処
ノ

ス
ワ
リ
ガ
正
シ
ク
ナ
イ
」（
学
而
第
一
「
学
而
時
習
之
」
章
）
と
、

世
俗
で
行
わ
れ
る
学
び
の
姿
勢
を
批
判
す
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き

は
述
而
第
七
「
徳
之
不
修
、
学
之
不
講
」
章
に
見
え
る
「
講
」
に
関

す
る
絅
斎
の
講
説
で
あ
る
。
曰
く
、

講
ハ
ヨ
リ
合
フ
テ
ト
ツ
ヽ
ラ
イ
ツ
詮
議
シ
タ
リ
書
ヲ
オ
シ
タ

リ
、
セ
ン
ギ
ヲ
ホ
サ
ネ
バ
真
味
ノ
学
ハ
エ
ヌ
ゾ
、
文
章
ヲ
シ
ル

ニ
博
学
ナ
者
ノ
ヲ
見
ル
ニ
文
字
ニ
顛
倒
有
タ
リ
、
フ
ツ
ヾ
カ
ナ

ル
コ
ト
ア
ル
ハ
講
シ
テ
書
テ
シ
タ
リ
ケ
シ
テ
シ
タ
リ
セ
ズ
ニ
覚

ヘ
タ
ナ
リ
ノ
ウ
ツ
リ
タ
ナ
リ
デ
ヤ
ラ
ウ
ト
ス
ル
故
ゾ
、
大
学
ヲ

ヨ
ン
テ
一
通
ス
ン
タ
ガ
段
々
キ
ツ
メ
テ
異
端
ノ
学
モ
ア
リ
、
王

陽
明
カ
学
モ
ア
リ
ト
フ
ゾ
ト
疑
タ
リ
、
問
タ
リ
ス
ル
ヲ
無
テ
ハ

学
ハ
シ
ラ
ゲ
テ
イ
カ
ヌ
、
コ
レ
ニ
ハ
自
分
ノ
修
行
カ
ラ
云
ハ
克

己
ノ
法
…

学
を
「
講
」
じ
、
議
論
を
深
め
、
或
い
は
筆
記
す
る
事
で
「
真
味
ノ

学
」
を
得
る
事
は
出
来
る
。
文
章
に
詳
し
く
博
学
な
者
は
居
る
が
不

束
な
の
は
、
そ
の
内
容
を
「
講
」
じ
、
ま
た
書
い
て
覚
え
た
も
の
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
四
書
を
読
み
進
め
て
も
、
世
に
は
「
異
端
ノ

学
モ
ア
リ
、
王
陽
明
カ
学
」
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
疑
い
、
疑
問
を
問

う
事
が
な
け
れ
ば
学
を
磨
き
上
げ
る
事
は
出
来
な
い
。「
講
学
」
を

受
け
る
門
弟
ら
に
と
っ
て
も
、「
講
」は
有
益
で
あ
る
が
、そ
れ
を「
講
」

ず
る
師
に
と
っ
て
も
、「
真
味
ノ
学
」
を
得
る
為
に
必
要
不
可
欠
な

も
の（
（1
（

で
、
こ
れ
も
ま
た
「
修
行
」
と
言
え
よ
う
。
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こ
の
如
く
絅
斎
に
と
っ
て
は
「
文
字
ニ
顛
倒
」
し
、
博
学
を
誇
る

よ
う
な
者
は
ま
さ
に
「
学
ブ
処
ノ
ス
ワ
リ
ガ
正
シ
ク
ナ
イ
」
者
で
あ

り
、
個
々
人
が
「
自
分
ノ
修
行
」
に
努
め
、
そ
の
上
で
師
と
弟
子
が

集
団
で
研
鑽
し
合
う
「
講
学
」
の
大
事
を
説
い
た
。
そ
の
模
様
を
記

し
た
も
の
こ
そ
『
論
語
師
説
』
は
も
と
よ
り
、
崎
門
学
派
の
講
義
筆

記
で
あ
る
。『
師
説
』を
読
む
者
は
仮
令
、独
習
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

自
ら
も
絅
斎
に
よ
る
「
講
学
」
に
加
わ
る
事
を
可
能
な
ら
し
め
、
程

子
の
「
読
書
」
法
に
倣
い
、『
師
説
』
に
学
ぶ
事
で
「
自
分
ノ
修
行
」

（
独
学
自
習
）
に
も
な
る
。
そ
う
し
て
、
今
度
は
自
ら
も
「
講
学
」

を
行
う
事
が
、「
修
行
」
に
な
る
。
殊
に
浅
見
絅
斎
の
学
脈
に
講
義

筆
記
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
て
来
た

事
の
証
左
で
あ
り
、彼
ら
の
「
修
行
」
の
跡
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

か
よ
う
に
し
て
、「
講
学
」
の
大
事
を
説
く
絅
斎
が
「
学
フ
ト
云

ハ
身
ニ
修
行
」
と
す
る
言
は
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
言
か
ら
は
絅
斎

が
「
心
」
に
そ
の
教
え
を
備
え
さ
せ
る
事
の
み
を
「
講
学
」
の
主
眼

と
は
し
て
い
な
か
っ
た
事
を
窺
わ
し
め
る
。
事
実
、
為
政
第
二
「
子

貢
問
君
子
」
章
で
は
、

ト
カ
ク
人
ノ
口
ニ
云
コ
ト
ハ
何
様
ノ
コ
ト
モ
云
ハ
ル
ヽ
モ
ノ
、

身
ニ
ス
ル
ト
云
コ
ト
ハ
実
行
ユ
ヘ
、
サ
ワ
ル
ホ
ト
ノ
コ
ト
ガ
ム

ツ
カ
シ
イ
ゾ
、
ソ
レ
デ
ド
フ
シ
テ
モ
ス
ル
ヨ
リ
ハ
云
コ
ト
ガ

ヲ
ヽ
イ
モ
ノ
ゾ
、
君
子
ノ
君
子
タ
ル
処
ハ
身
ノ
実
行
ヲ
大
事
ニ

ス
ル
故
、
云
ハ
ン
ト
ス
ル
ナ
リ
ガ
身
ニ
フ
マ
ヘ
テ
云
ゾ
、

『
論
語
』
を
読
み
、「
義
理
カ
ア
ツ
ク
、
義
理
カ
至
」
っ
た
「
心
」
に

基
づ
い
て
、
そ
の
教
え
を
「
身
」
に
よ
っ
て
「
実
行
」
す
る
。
朱
子

学
は
心
身
の
修
養
（
体
認
・
存
養
）
を
重
ん
じ
た（
（1
（

が
、
朱
子
学
者
絅

斎
の
「
講
学
」
の
基
本
姿
勢
も
、『
論
語
』
の
内
容
を
体
認
さ
せ
る

事
に
主
眼
が
あ
っ
た（
（1
（

。

　

絅
斎
は
、『
論
語
』
を
読
む
な
ら
ば
程
子
の
如
く
有
れ
と
堅
実
な

る
「
読
書
」
法
を
教
え
諭
す
。
そ
う
し
て
『
論
語
』
の
教
え
を
体
認（
（1
（

し
、最
終
的
に
は
我
が「
身
」で
実
行
せ
し
む
る
事
を
講
義（「
講
学
」）

の
主
眼
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如
き
絅
斎
の
『
論
語
』
講
義

の
基
本
姿
勢
か
ら
は
、自
然
と
彼
の
心
身
観
も
窺
え
る
。
次
節
で
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

二
、
講
義
に
見
え
る
心
身
論

　

絅
斎
の
講
義
姿
勢
が
体
認
を
主
眼
と
し
て
い
た
事
か
ら
、『
師
説
』

に
は
自
ず
と
彼
の
心
身
観
が
窺
え
る
。
例
え
ば
、
学
而
第
一
「
其
為

人
也
孝
弟
」
章
に
於
け
る
「
君
子
は
本
を
務
む
。
本
立
ち
て
道
生
ず
。

孝
弟
な
る
者
は
、
其
れ
仁
を
為
す
の
本
か
」
に
対
し
て
、

君
ニ
事
ル
ハ
夫
ナ
リ
ニ
生
レ
付
タ
ナ
リ
ノ
事
実
、
親
ニ
孝
ナ
ハ

夫
ナ
リ
ノ
生
レ
付
タ
ナ
リ
ノ
事
実
故
ニ
夫
デ
為
仁
ト
云
ハ
其
イ



浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
と
繾
綣
惻
怛

九
一

ト
ヲ
シ
ム
ノ
ワ
ザ
ヲ
身
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
云
、
夫
ガ
タ
ヾ
ワ
ザ
バ

カ
リ
デ
ハ
セ
ヌ
、
本
心
デ
ハ
セ
ネ
ド
ワ
ザ
ノ
上
デ
ス
ル
ト
ソ
、

ヘ
モ
ノ
シ
タ
様
ナ
コ
ト
デ
ハ
ナ
イ
、
ヤ
ハ
リ
夫
ナ
リ
ノ
本
心
デ

ス
ル
、
故
ニ
夫
ナ
リ
ヲ
キ
モ
直
サ
ズ
、
本
然
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
、

夫
故
我
ウ
シ
ノ
マ
ヽ
ノ
様
ニ
イ
ト
ヲ
シ
ム
ノ
業
ヲ
今
日
身
ニ
シ

テ
ユ
ク
、
実
行
ノ
余
義
ナ
イ
ナ
リ
ヲ
為
仁
ト
ハ
云
ゾ
…
本
然
ノ

生
レ
付
ナ
リ
カ
ラ
シ
テ
行
ル
ヽ
コ
ト
ナ
レ
バ
本
然
ト
ワ
ザ
ト
内

外
ノ
ヘ
ダ
テ
ハ
ナ
イ
、

右
に
掲
げ
た
講
説
の
前
段
、
集
註
に
見
え
る
「
仁
は
愛
の
理
、
心
の

徳
な
り
」
に
対
し
、「
愛
之
理
ト
云
ハ
凡
君
ニ
事
、
親
ニ
事
、
長
ニ

事
ル
ノ
全
体
カ
ラ
云
ヘ
ハ
心
之
徳
」で
あ
り
、「
君
ヲ
イ
ト
ヲ
シ
ム
ニ
、

仁
モ
君
ノ
イ
ト
ヲ
シ
イ
ト
云
ナ
リ
ガ
效
ニ
モ
ナ
ル
心
」
と
す
る
。
そ

の
上
で
「
為
仁
」
と
は
君
や
親
に
対
し
、
生
ま
れ
つ
き
備
わ
る
「
イ

ト
ヲ
シ
ム
」
心
（「
仁
」、「
心
之
徳
」、「
本
然
」）
に
よ
っ
て
、「
身

ニ
ス
ル
コ
ト
」、
即
ち
我
が
「
身
」
で
君
に
忠
を
尽
く
し
、
親
に
孝

を
尽
く
す
事
と
し
た
。
た
だ
し
、「
イ
ト
ヲ
シ
ム
」心
を
持
た
ず
し
て
、

実
践
す
る
事
は
良
く
な
い
。
そ
こ
で
、「
仁
」
と
「
イ
ト
ヲ
シ
ム
」

心
に
つ
い
て
、
里
仁
第
四
「
不
仁
者
不
可
以
久
処
約
」
章
の
講
説
冒

頭
を
徴
す
れ
ば
、

仁
ハ
義
理
ノ
自
然
ノ
安
イ
心
ユ
ヘ
、
仁
ノ
上
ニ
モ
ヒ
ト
ツ
安
ン

ズ
ル
ト
云
コ
ト
ハ
ナ
イ
ガ
、
仁
ハ
其
我
身
ノ
徳
カ
ラ
云
…
忍
ヒ

ヌ
全
体
ニ
ナ
リ
テ
ア
ル
ガ
仁
者
ノ
心
ゾ
、
ソ
レ
デ
聖
門
ノ
学
ハ

義
理
ヲ
失
ハ
ヌ
ト
云
バ
カ
リ
テ
ハ
ウ
レ
シ
ウ
ナ
イ
、
存
養
省
察

ノ
切
ヲ
用
テ
少
ナ
リ
ト
モ
身
ニ
得
ル
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
、
義
理
ナ
リ

自
然
ノ
安
ン
ス
ル
地
位
ニ
至
レ
ト
ス
ル
ガ
学
者
ノ
目
当
ゾ
、

　
「
仁
」
は
「
義
理
」
を
自
ず
と
「
安
イ
」
と
思
う
心
で
あ
る（
（1
（

。
そ

れ
は
「
忍
ヒ
ヌ
全
体
ニ
ナ
リ
テ
ア
ル
ガ
仁
者
ノ
心
」
で
あ
り
、
か
よ

う
な
心
を
養
う
事
を
「
学
者
ノ
目
当
」
と
す
る
。
絅
斎
の
説
く
「
イ

ト
ヲ
シ
ム
」、「
忍
ヒ
ヌ
」
心
と
は
、『
拘
幽
操
師
説
』（『
浅
見
絅
齋
集
』

所
収
）
が
参
考
と
な
ろ
う
。

　

嘗
て
、
山
崎
闇
斎
は
殷
の
暴
君
紂
王
に
対
し
、
諫
言
を
退
か
れ
て

幽
閉
さ
れ
よ
う
と
も
、
君
を
恨
む
事
無
く
、
自
ら
の
不
徳
を
嘆
い
た

文
王
の
心
を
韓
退
之
が
詠
ん
だ
『
拘
幽
操
』
を
表
彰
し
た
。『
拘
幽

操
師
説
』は
そ
れ
を
絅
斎
が
高
弟
若
林
強
斎
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。

曰
く
、凡

学
者
論
語
ヲ
読
ム
者
、
至
徳
ト
云
フ
ノ
実
ヲ
シ
ラ
シ
メ
テ
、

忠
孝
ノ
目
当
ト
ナ
セ
リ
。
古
カ
ラ
君
ニ
事
フ
ル
者
ガ
、
常
ノ
場

デ
ハ
忠
ナ
様
ニ
ミ
ユ
レ
ド
モ
、
ソ
レ
ハ
君
ノ
ア
シ
ラ
ヒ
ガ
結
構

ナ
リ
、
太
平
無
事
ナ
時
ハ
、
皆
サ
ウ
ア
ル
モ
ノ
。
或
ハ
何
ト
ゾ

言
フ
場
ニ
臨
ン
デ
、
君
ノ
為
ニ
身
命
ヲ
捨
テ
モ
ス
ル
ケ
ナ
ゲ
ナ

者
モ
ナ
イ
デ
ハ
ナ
イ
ケ
レ
ド
モ
、
大
率
ネ
名
デ
ス
ル
カ
利
デ
ス

ル
カ
、
又
ハ
一
旦
ノ
感
激
デ
ス
ル
カ
、
根
ヲ
サ
ラ
ヘ
テ
ミ
タ
時
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ハ
、
真
実
君
ガ
イ
ト
シ
ウ
テ
忍
ビ
ラ
レ
ヌ
ト
云
フ
至
誠
惻
怛
ノ

本
心
ヲ
尽
ス
本
法
ノ
忠
ト
ハ
イ
ヘ
ヌ
。（
六
七
一
～
六
七
二
頁
）

　
『
論
語
』
を
読
む
者
は
「
至
徳
」
を
明
ら
か
に
し
、
忠
孝
を
目
当

て
と
す
る
。
た
だ
し
、
古
く
か
ら
君
に
仕
え
る
者
は
平
時
に
於
い
て

忠
を
尽
く
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
立
派
な
君
に
よ
り
世
が
太

平
に
治
ま
っ
て
お
れ
ば
、皆
そ
ん
な
も
の
で
あ
る
。
有
事
に
際
し
て
、

君
の
為
に
身
命
を
棄
て
る
者
も
居
る
が
、
概
ね
自
身
の
利
益
や
、
瞬

間
的
な
感
激
に
よ
っ
て
動
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
心
の
底
か
ら
君
を
愛

お
し
み
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
本
心
（「
仁
」）、
即
ち
「
至
誠
惻
怛
」、

ま
た「
真
実
君
ヲ
大
切
ニ
思
フ
繾
綣
惻
怛
ノ
心
」（
六
七
三
頁
）に
よ
っ

て
、
君
へ
忠
義
を
尽
く
す
事
こ
そ
、
本
当
の
「
忠
」
な
の
で
あ
る（
（1
（

。

か
く
あ
れ
ば
文
王
の
如
く
、
君
を
恨
み
奉
る
心
な
ど
微
塵
も
起
き
る

筈
は
な
い
。
し
か
し
、「
繾
綣
惻
怛
」
が
無
け
れ
ば
、
君
を
他
人
の

様
に
思
い
、
恨
む
心
が
起
こ
っ
て（
（1
（

、
武
王
の
如
く
紂
王
を
伐
つ
事
に

な
ろ
う
。
故
に
、「
イ
ト
ヲ
シ
ム
」
心
（「
繾
綣
惻
怛
」）
が
大
事
な

の
で
あ
る
。
要
す
る
に
絅
斎
は
「
繾
綣
惻
怛
」
の
情
に
よ
り
、
愛
す

る
親
へ
自
然
と
孝
を
尽
く
す
様
に
、
君
へ
忠
義
を
尽
く
さ
ね
ば
気
が

済
ま
ぬ
と
い
う
状
態
で
あ
れ
ば
、
自
然
と
「
身
」
は
君
へ
と
向
か
う

事
を
説
い
た
。

　

か
よ
う
な
「
繾
綣
惻
怛
」
と
「
身
」
と
の
関
係
で
注
意
し
た
い
の

が
、
前
掲
し
た
講
説
に
見
え
る
「
内
外
ノ
ヘ
ダ
テ
ハ
ナ
イ
」
と
い
う

言
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
絅
斎
は
こ
の
「
内
外
」
を
巡
り
、
師
山
崎

闇
斎
と
意
見
を
異
と
し
た
事
か
ら
、
佐
藤
直
方
と
共
に
破
門
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
所
謂
「
敬
義
内
外
」
論
争
で
あ
る
。
こ
の
論
争
は
『
周

易
』
文
言
伝
に
見
え
る
「
敬
を
以
て
内
を
直
く
し
、
義
を
以
て
外
を

方
に
す
」
に
対
し
、闇
斎
が
「
敬
」（「
内
」）
を
「
心
」
も
含
む
「
身
」

と
し
、「
義
」（「
外
」）
は
「
社
会
」（「
家
国
天
下
」）
と
捉
え
た
の
に

対
し
、
直
方
と
絅
斎
が
反
発
し
た
事
で
生
じ
た（
（1
（

。
絅
斎
易
簀
の
四
年

前
、宝
永
四
年（
一
七
〇
四
）に
板
行
さ
れ
た『
敬
義
内
外
説
』（『
日
本

儒
林
叢
書
』
六
、
鳳
出
版
、
昭
和
四
十
六
年
所
収
）
の
冒
頭
部
に
は
、

内
謂
レ
心
也
。
外
謂
二
事
物
一
也
。
敬
則
守
レ
心
之
道
。
而
義
則

心
之
制
事
之
宜
也
。
直
レ
内
者
。
正
二
心
之
本
体
一
而
無
二
邪
曲
一

也
。方
レ
外
者
。処
レ
事
接
レ
物
各
制
二
其
宜
一
而
截
然
方
整
也
。（
一

頁
）

と
あ
り
、「
程
子
又
嘗
有
レ
曰
。
敬
以
直
レ
内
義
以
方
レ
外
。
合
二
内

外
一
之
道
也
」（
三
頁
）
ま
た
、「
身
心
内
外
。
元
無
二
間
隔
一
」（
六
頁
）

と
説
く
。
同
様
の
事
は
多
岐
に
亘
る
絅
斎
の
講
義
録
『
箚
録
』（『
山

崎
闇
斎
学
派　

日
本
思
想
大
系
31
』
所
収
）
に
も
見
え
る
。
曰
く
、

一
学
者
問
ル
ハ
、敬
ハ
心
ヲ
守
ノ
法
ニ
シ
テ
、求
二
放
心
一
共
云
、

主
一
共
云
、
一
心
ノ
主
共
云
、
毎
々
示
ル
ヽ
処
悉
ク
挙
ニ
及
ズ
。

然
ニ
「
論
語
」「
敬
レ
事
而
信
」
ト
有
ハ
、
只
其
コ
ト
ニ
向
テ

其
コ
ト
ヲ
敬
ム
ノ
旨
マ
デ
ト
コ
ソ
ミ
ヘ
候
処
、「
集
註
」
ニ
敬
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ハ
「
主
一
無
適
之
謂
」
ト
有
レ
之
候
ヘ
バ
、
是
ハ
先
ヅ
心
デ
敬

ミ
得
テ
、
其
心
ヲ
以
事
ヲ
捌
候
故
ニ
候
ヤ
…
心
上
ノ
存
ス
ル
コ

ト
ト
云
ヨ
リ
、
其
処
ヲ
只
精
ク
察
シ
審
ニ
説
テ
、
其
工
夫
ノ
至

リ
ハ
、
ジ
ツ
ト
心
ヲ
存
シ
テ
其
心
ニ
テ
物
ヲ
捌
事
ニ
広
ク
応
ズ

ル
ト
ノ
ミ
存
ジ
、
是
皆
心
ノ
本
然
ヲ
不
レ
知
故
ナ
リ
。
心
ハ
人

ノ
身
ト
共
ニ
生
テ
、
聞
ツ
見
ツ
物
ヲ
云
ツ
、
喜
モ
怒
モ
ス
ベ
テ

自
然
ト
物
ニ
応
ズ
ル
ナ
リ
ニ
初
ヨ
リ
自
然
ト
身
ト
共
ニ
生
付
テ

有
モ
ノ
ナ
リ
。（
三
三
五
～
三
三
六
頁
）

以
上
を
要
す
る
に
「
内
」
は
「
心
」
で
あ
り
、「
心
」
を
意
欲
よ
り

守
る
の
が
「
敬
」
で
あ
る
。「
外
」
は
「
義
」
に
よ
っ
て
、「
心
」
を

制
し
、「
事
物
」
を
宜
し
く
制
す
る
事
で
あ
る
。
絅
斎
は
直
方
と
同

じ
く
「
身
」
を
「
外
」
の
範
疇
と
し
な
が
ら
、
本
来
は
「
心
ハ
人
ノ

身
ト
共
ニ
生
」
れ
て
一
体
で
あ
る
故
、「
身
心
内
外
」
の
合
一
を
説

い
て
い
た
。

　

右
の
如
く
晩
年
ま
で
純
然
た
る
朱
子
学
者
と
し
て
「
内
外
」
論
を

説
い
た
絅
斎
の
『
論
語
師
説
』
に
よ
れ
ば
、「
イ
ト
ヲ
シ
ム
」
心
を

実
践
す
る
事
で
、「
本
然
ト
ワ
ザ
ト
内
外
ノ
ヘ
ダ
テ
ハ
ナ
イ
」と
い
う
。

他
に
も
里
仁
第
四
「
不
仁
者
不
可
以
久
処
約
」
章
の
集
註
「
謝
氏
曰

は
く
仁
者
の
心
は
内
外
、
遠
近
、
精
粗
の
間
無
し
…
仁
に
安
ん
ず
る

は
則
ち
一
」
に
対
す
る
講
説
で
は
、

内
外
ト
云
ハ
身
ニ
有
カ
ラ
イ
ヘ
バ
内
ト
云
、
外
ニ
行
ハ
ル
ヽ
カ

ラ
外
ト
云
、
仁
者
ニ
及
バ
ネ
バ
タ
ト
ヘ
バ
親
ニ
事
ヘ
テ
道
ヲ
尽

セ
ト
モ
尽
ス
ナ
リ
ホ
ド
心
ガ
ナ
ヒ
ト
云
コ
ト
ア
ル
ガ
思
フ
ナ
リ

ガ
事
業
ナ
リ
、
事
業
ノ
ナ
リ
ガ
思
フ
ナ
リ
故
ソ
レ
ガ
内
外
ゾ
…

安
仁
ハ
身
ナ
リ
ガ
仁
ユ
ヘ
外
ニ
仁
ト
身
ト
ヲ
ヘ
ダ
テ
ウ
様
ガ
ナ

イ
、

　
「
心
」
の
「
内
」
面
に
思
う
事
が
、
そ
の
ま
ま
、「
外
」
面
で
も
行

わ
れ
る
。「
身
」
で
行
わ
れ
る
行
動
が
「
内
」
な
る
「
心
」
と
相
通

じ
れ
ば
、
も
は
や
両
者
を
隔
て
る
事
は
出
来
な
い
。
思
う
な
り
を
行

動
と
し
て
実
践
す
る
者
こ
そ
「
仁
者
」
で
あ
る
。
こ
の
言
か
ら
絅
斎

は
「
心
」
と
「
身
」
が
連
動
さ
れ
る
状
態（
（1
（

で
あ
れ
ば
、「
身
心
内
外
」

は
「
無
二
間
隔
一
」
と
考
え
て
お
り
、
ま
さ
に
「
繾
綣
惻
怛
」（「
忍

ヒ
ヌ
全
体
ニ
ナ
リ
テ
ア
ル
ガ
仁
者
」）の
状
態
で
あ
る
。「
心
」と「
身
」

が
連
動
す
る
状
態
と
は
、「
繾
綣
惻
怛
」
に
よ
っ
て
、
考
え
る
隙
も

与
え
ず
、
自
然
と
動
く
「
身
」
に
よ
っ
て
「
君
ニ
事
、
親
ニ
事
、
長

ニ
事
」
え
て
い
る
事
を
意
味
し
て
い
よ
う
。「
何
程
心
ガ
ヨ
フ
テ
モ
、

身
ニ
行
フ
処
ガ
ソ
テ
ナ
ケ
レ
ハ
ワ
ル
イ
」（『
師
説
』
述
而
第
七
）
と

す
る
如
く
、「
心
」
の
修
養
に
の
み
耽
り
、「
身
」
の
修
養
が
疎
か
に

な
れ
ば
、
肝
心
な
時
に
「
身
」
は
動
か
ぬ
や
も
し
れ
ず
、
逆
に
「
身
」

の
修
養
に
の
み
努
め
て
も
、「
心
」
の
修
養
が
足
ら
ね
ば
、「
ワ
ザ
バ

カ
リ
」
で
意
味
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。

　

上
述
し
た
如
く
絅
斎
は
程
子
が
『
論
語
』
を
読
む
様
こ
そ
、
倣
う
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べ
き
「
読
書
」
法
、即
ち
「
窮
理
」
の
在
り
方
と
し
て
説
い
て
い
た
。

で
は
「
居
敬
」
は
ど
う
で
あ
る
か
。
顔
淵
第
一
二
「
出
門
如
見
大
賓
」

章
の
講
説
で
は
、「
敬
デ
動
静
貫
ク
ナ
リ
ノ
教
デ
、
朱
子
敬
斎
箴
ニ

日
用
場
毎
ニ
養
テ
イ
ケ
ハ
掲
リ
ヨ
ク
成
故
、
場
ゴ
ト
ヲ
サ
シ
テ
仰
ラ

ル
ヽ
左
ア
レ
ハ
事
ナ
リ
ナ
リ
ニ
モ
神
妙
ナ
心
ヲ
得
ル
ゾ
」
と
あ
る
如

く
、「
日
用
場
毎
」
に
、「
敬
」
を
持
す
る
事
で
あ
る（
（2
（

。
か
く
あ
れ
ば
、

「
ワ
ザ
バ
カ
リ
」
と
い
う
事
は
避
け
ら
れ
よ
う
が
、
具
体
的
に
絅
斎

が
考
え
る
「
日
用
場
毎
」
で
行
う
修
養
法
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

　

こ
の
点
、
参
考
と
な
る
の
は
絅
斎
の
記
し
た
『
剣
術
筆
記
』（
近

藤
啓
吾
『
崎
門
三
先
生
の
学
問
─
垂
加
神
道
の
こ
こ
ろ
─
』
皇
學
館

大
学
出
版
部
、
平
成
十
八
年
所
収
）
で
あ
る
。
曰
く
、

わ
が
国
の
武
術
は
、そ
の
方
一
な
ら
ず
。
而
し
て
急
務
の
最
も
、

腰
剣
に
踰
ゆ
る
な
し
。
余
、
つ
と
に
剣
術
を
嗜
み
、
深
く
探
り

遍
く
求
め
、
日
塁
歳
稔
、
久
し
く
し
て
初
め
て
そ
の
要
を
得
た

り
…
然
れ
ど
も
至
剛
懼
る
る
こ
と
な
き
者
は
、
そ
れ
剣
学
の
本

か
。
も
し
こ
こ
に
達
す
る
を
得
ざ
れ
ば
、
則
ち
た
と
ひ
そ
の
枝

の
精
法
を
竭
す
も
、
一
も
得
て
施
し
用
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

（
七
九
頁
）

「
至
剛
懼
る
る
こ
と
な
き
」
精
神
（「
心
」）
を
知
ら
ね
ば
、
幾
ら
技

法
が
優
れ
て
い
よ
う
と
も
実
践
の
役
に
は
立
た
な
い
。
さ
ら
に
、「
己

と
敵
と
相
機
の
間
に
脱
し
て
、
直
ち
に
手
と
応
ず
べ
し
」
と
、
敵
と

相
対
せ
ば
、
無
意
識
の
う
ち
に
打
ち
込
む
べ
し
と
言
い
、
剣
術
と
は

「
心
や
身
や
剣
や
、
一
体
に
し
て
弐
な
く
ん
ば
…
一
心
の
眼
、
果
た

し
て
い
ま
だ
盲
ま
ざ
る
な
り
」（
八
四
頁
）
と
、そ
の
極
意
が
心
・
身
・

剣
一
体
の
境
地
に
な
る
事
と
説
い
た
。
こ
の
言
を
見
る
に
、
絅
斎
は

心
を
専
一
（「
主
一
無
適
」）
に
さ
せ
る
「
居
敬
」
の
実
践
、
ま
た
心

身
の
修
練
と
し
て
、
剣
術
を
重
ん
じ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

か
よ
う
な
意
気
で
「
赤
心
報
国
」
と
刻
ま
れ
た
刀
を
帯
刀
す
る
絅
斎

は
、
毎
朝
東
に
向
か
っ
て
大
長
刀
を
振
っ
て
、
剣
術
に
励
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。

　

同
じ
く
「
敬
義
内
外
」
論
争
に
際
し
、
闇
斎
か
ら
破
門
さ
れ
た
佐

藤
直
方
は
「
居
敬
」
の
修
養
法
と
し
て
の
「
静
坐
」
を
重
ん
じ
た
が
、

「
身
」
は
等
閑
視
さ
れ
、
飽
く
迄
も
「
心
」
に
注
力
し
た
の
に
対
し
、

『
剣
術
筆
記
』
か
ら
は
絅
斎
が
心
身
（「
内
外
」）
共
に
修
養
に
努
む

べ
し
と
し
て
い
た（
（2
（

事
が
分
か
る
。
こ
の
点
は
寧
ろ
、「
内
外
一
致
」

の
立
場
か
ら
「
身
」
を
整
え
る
事
で
「
心
」
を
専
一
に
さ
せ
る
事
を

重
視
し
た
闇
斎
と
通
じ
て
い
よ
う（
（2
（

。

　

絅
斎
は
「
心
」
を
「
内
」
と
し
、「
身
」
を
「
外
」
と
分
け
た
上

で
闇
斎
の
説
い
た
「
心
身
一
致
」
の
工
夫
を
為
す
べ
く
、「
内
」「
外
」

共
に
並
行
し
て
徹
底
し
た
修
養
に
努
め
、
最
終
的
に
一
体
（「
内
外

一
致
」）
に
な
る
事
を
志
向
し
た
。
こ
れ
は
『
論
語
』
体
認
を
主
眼

と
す
る
絅
斎
の
講
義
姿
勢
に
も
相
通
じ
て
い
る
。
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絅
斎
の
『
敬
義
内
外
説
』
に
よ
れ
ば
、「
外
」（「
義
」）
と
は
、「
身
」

に
よ
っ
て
「
内
」
な
る
「
心
」
を
制
し
、「
事
物
」
に
接
し
た
時
は
、

そ
れ
を
宜
し
く
処
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
闇
斎
は
「
外
」
を
「
家
国
天

下
」（「
社
会
」）
と
し
た
が
、絅
斎
に
と
っ
て
は
、そ
の
「
家
国
天
下
」

の
中
で
、宜
し
く「
身
」を
処
す
為
に
、「
心
」（「
内
」）と「
身
」（「
外
」）

を
「
日
用
場
毎
」
に
、「
敬
」
の
状
態
と
せ
ね
ば
な
ら
ず
（「
持
敬
」）、

か
く
志
向
す
る
が
故
に
「
内
」「
外
」
そ
れ
ぞ
れ
修
養
す
る
事
の
大

事
が
意
味
を
持
つ
。
そ
の
修
養
が
絅
斎
の
場
合
、「
読
書
」（「
窮
理
」）

は
程
子
に
倣
い
、「
居
敬
」と
し
て
は
剣
術
で
あ
る
。加
え
て
彼
に
と
っ

て
は
「
フ
ツ
ヾ
カ
ナ
ル
コ
ト
」
を
避
け
る
為
に
「
講
学
」
に
臨
む
事

が
『
論
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
経
書
に
記
さ
れ
た
「
意
味
」
を
体
認

し
、「
内
外
一
致
」
の
極
致
に
至
る
「
修
行
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
か
よ
う
な
「
内
外
」
論
を
説
く
絅
斎
に
と
っ
て
、
最

初
か
ら
「
内
」
は
「
心
」
を
含
む
「
身
」
で
あ
り
、「
外
」
を
し
て

彼
の
説
く
「
事
物
」
に
も
相
当
す
る
「
家
国
天
下
」（「
社
会
」）
と

説
い
た
闇
斎
の
「
敬
義
内
外
」
論
を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
る
事
が
出

来
な
か
っ
た
事
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
闇
斎
─
絅
斎
の
間
に
見

え
る
微
妙
な
「
内
外
」
論
の
相
違
が
窺
え
る
。

　

で
は
闇
斎
が
「
外
」
と
し
た
「
社
会
」
に
対
し
、
絅
斎
は
如
何
に

説
い
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
顔
淵
第
一
二
「
民
無
信
不

立
」
章
の
講
説
を
徴
す
れ
ば
、

民
タ
ル
ナ
リ
デ
君
ヲ
見
ハ
ナ
シ
テ
ハ
民
タ
ル
者
ガ
立
ズ
、
君
タ

ル
ナ
リ
カ
ラ
民
ヲ
見
ハ
ナ
シ
テ
ハ
君
タ
ル
ナ
リ
ガ
不
立
ス
レ

ハ
、
相
ミ
ハ
ナ
サ
ヌ
ガ
ツ
マ
リ
シ
ヤ
ト
ア
ル
コ
ト
ス
レ
バ
、
平

生
君
タ
ル
ナ
リ
モ
民
ヲ
ミ
ス
テ
ヌ
ハ
ズ
ト
ア
レ
バ
、
民
タ
ル
者

モ
君
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
様
ナ
イ
ト
思
フ
デ
ナ
ウ
テ
ハ
立
ヌ
ゾ
…
扨
ツ

マ
ル
処
、
信
デ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ゾ
、
ス
レ
バ
国
ヲ
治
ル
者
ハ

教
ヲ
主
ト
ス
ル
コ
ト
デ
、
君
民
一
体
デ
無
テ
ハ
国
デ
ナ
シ
…
足

食
足
兵
ユ
ツ
ク
リ
ト
ハ
ナ
レ
ヌ
様
ニ
治
ル
デ
ナ
ウ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ

ゾ
、
平
生
、
足
食
足
兵
安
ズ
ル
心
ガ
後
ニ
ハ
兵
食
ナ
ウ
テ
モ
ハ

ナ
レ
ヌ
信
ニ
ハ
ナ
ル
ゾ
、

　

国
を
治
め
る
者
は
「
信
」
を
重
ん
じ
て
、
民
に
慈
愛
を
施
せ
ば
、

仮
令
、
衣
食
と
軍
備
に
不
足
が
あ
ろ
う
と
も
、「
心
」
の
徳
を
発
揮

し
た
臣
下
は
、「
繾
綣
惻
怛
」
の
情
が
抑
え
ら
れ
ず
、
我
が
「
身
」

に
よ
っ
て
自
然
と
君
へ
忠
義
を
尽
く
す
。
即
ち
君
臣
関
係
も
「
骨
肉

一
体
」
父
子
関
係
の
如
く
あ
れ
ば
、「
君
民
一
体
」
は
実
現
し
、
国

全
体
が
「
信
」
と
な
っ
た
理
想
的
な
「
社
会
」
と
な
ろ
う（
（2
（

。

　
『
論
語
師
説
』
に
見
え
る
絅
斎
の
心
身
観
と
は
、「
内
」（「
心
」）

と
「
外
」（「
身
」）
と
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
修
養
を
徹
底
す
る
事

で
「
内
外
一
致
」
の
極
致
に
至
る
事
を
目
指
し
た
。
さ
す
れ
ば
自
然

と
「
繾
綣
惻
怛
ノ
心
」
は
起
こ
り
、
自
然
と
「
身
」
は
「
心
」
と
連

動
し
て
君
父
へ
忠
孝
を
尽
く
す
事
が
出
来
よ
う
。
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絅
斎
の
心
身
一
体
論
と
は
、
心
身
を
修
め
て
「
繾
綣
惻
怛
」
の
人

と
な
り
、
臣
下
で
あ
れ
ば
君
国
へ
奉
ず
る
事
を
主
眼
と
し
た
。
そ
う

し
た
精
神
を
養
う
事
を
目
的
と
し
た
の
が
、
君
国
に
忠
義
に
尽
く
し

た
先
哲
八
人
の
事
歴
を
納
め
る
絅
斎
畢
生
の
名
著
『
靖
献
遺
言
』
で

あ
る
。
な
お
、
同
書
の
執
筆
に
際
し
、
絅
斎
は
当
初
、
日
本
の
忠
臣

義
士
か
ら
選
出
す
る
事
を
考
え
て
い
た
が
、
幕
府
を
憚
る
所
が
あ
っ

た
為
に
、
漢
土
の
人
物
か
ら
選
り
す
ぐ
る
事
と
な
っ
た
。
か
よ
う
な

執
筆
方
針
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
自
ず
と
絅
斎
は
国
史
や
日
本
の
忠
臣

義
士
を
例
示
し
て
『
靖
献
遺
言
』
を
講
じ
て
い
る（
（2
（

。
絅
斎
に
よ
れ
ば
、

学
問
ハ
名
分
ガ
タ
ヽ
ネ
バ
君
臣
ノ
大
義
ヲ
失
フ
ト
ノ
玉
フ
ゾ
。

此
意
味
ヲ
世
人
ニ
シ
ラ
セ
ン
ト
思
フ
テ
、
ヲ
レ
ガ
靖
献
遺
言
ノ

書
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
出
シ
タ
ゾ
。
コ
ノ
書
ヲ
ヨ
ク
ミ
ヨ
、
聖
人
ノ
大

道
、
嘉
右
衛
門
殿
ノ
心
、
コ
ノ
書
ニ
ア
リ
…
聖
賢
ノ
道
ハ
尊
ム

ベ
シ
。ソ
レ
ヲ
シ
サ
イ
ラ
シ
ク
経
書
イ
タ
ヾ
キ
ナ
ド
シ
テ
尊
ハ
、

ソ
レ
ガ
異
端
ト
云
モ
ノ
ゾ
。
日
本
ニ
生
レ
テ
今
太
平
ノ
時
ニ
ア

フ
テ
、
上
ノ
御
恩
デ
心
安
ク
居
リ
、
生
命
ヲ
養
フ
。
異
国
ノ
ヒ

イ
キ
ス
ル
ハ
大
キ
ナ
異
端
。今
デ
モ
異
国
ノ
君
命
ヲ
蒙
テ
孔
子
・

朱
子
ノ
日
本
ヲ
セ
メ
ニ
来
ラ
ン
ニ
ハ
、
ワ
レ
マ
ツ
先
ヘ
ス
ヽ
ン

デ
、
鉄
砲
ヲ
以
孔
子
・
朱
子
ノ
首
ヲ
打
ヒ
シ
グ
ベ
シ（
（2
（

。

　

学
問
を
す
る
に
際
し
、君
臣
の
大
義
を
失
っ
て
は
な
ら
ぬ
事
を「
世

人
」
に
知
ら
し
め
る
べ
く
『
靖
献
遺
言
』
を
著
し
た
の
で
あ
り
、
同

書
は
師
闇
斎
の
心
を
込
め
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
シ

サ
イ
ラ
シ
ク
経
書
イ
タ
ヾ
キ
ナ
ド
シ
テ
尊
ハ
、ソ
レ
ガ
異
端
」
と
は
、

絅
斎
が
批
判
す
る
文
字
に
顛
倒
し
、
博
学
を
誇
る
者
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
そ
れ
以
上
に
問
題
な
の
は
異
国
に
偏
重
す
る
者
で
あ
る
。
か

よ
う
な
者
を
絅
斎
は
「
大
キ
ナ
異
端
」
と
批
判
し
た
。
こ
こ
で
注
意

し
た
い
の
は
、
絅
斎
が
「
世
人
」
を
意
識
し
て
い
た
事
、
ま
た
自
国

と
他
国
と
の
峻
別
が
厳
格
な
事
で
あ
る
。
か
よ
う
な
絅
斎
の
抱
く
志

向
性
に
つ
い
て
、
参
考
と
な
る
の
が
八
佾
第
三
「
夷
狄
之
有
君
」
章

の
「
夷
狄
」
に
対
し
て
為
さ
れ
た
講
説
で
あ
る
。
曰
く
、

…
夷
狄
ト
他
国
ノ
君
ヲ
ヨ
フ
ゾ
、
ア
チ
ノ
身
ニ
ナ
リ
テ
中
国
ト

云
、
他
国
ヲ
夷
狄
ト
云
、
ソ
レ
カ
ラ
シ
テ
日
本
ノ
儒
者
ガ
儒
書

ヲ
ヨ
ン
テ
唐
テ
ナ
イ
国
ハ
皆
夷
狄
ジ
ヤ
ト
云
テ
、
ア
サ
マ
シ
イ

キ
タ
ナ
ヒ
国
チ
ヤ
ト
云
テ
自
歎
ク
、
皆
聖
人
ノ
旨
ヲ
ヨ
ミ
ソ
コ

ナ
ヒ
、
天
地
惣
体
ノ
ナ
リ
ヲ
知
ラ
ヌ
ユ
ヘ
ゾ
…
唐
ハ
国
ガ
大
ナ

ト
大
小
デ
云
ナ
レ
バ
、
ヲ
レ
ガ
親
ハ
セ
ガ
ヒ
ク
ヒ
ト
云
テ
、
セ

ノ
タ
カ
イ
他
人
ヲ
親
ニ
セ
ウ
様
ナ
イ
ゾ
…
礼
義
ノ
遅
フ
ヒ
ラ
ク

ル
ハ
遅
速
ト
云
モ
ノ
、
ア
チ
ニ
礼
義
ガ
ヒ
ラ
ケ
レ
バ
、
此
方
ニ

ハ
君
臣
ノ
名
分
一
度
立
タ
位
ノ
変
ス
ル
コ
ト
ナ
イ
ハ
此
方
ガ
正

シ
イ
ソ
、
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当
時
の
儒
者
は
儒
学
を
学
ぶ
事
で
、
自
国
を
卑
下
し
て
い
る
が
、

「
聖
人
ノ
旨
ヲ
ヨ
ミ
ソ
コ
ナ
」
っ
た
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
漢

土
と
日
本
の
国
土
を
比
較
し
て
、
自
国
を
夷
狄
と
す
る
の
は
、
背
の

高
い
他
人
を
親
と
す
る
様
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
土
は
早
く
か

ら
礼
儀
が
整
っ
た
事
を
揚
言
す
る
も
、
そ
れ
は
遅
速
に
過
ぎ
な
い
。

仮
令
、
漢
土
で
礼
儀
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
は
君
臣
の
分
が

立
つ
と
、
未
だ
そ
の
位
が
変
わ
っ
た
事
が
な
い
。
さ
す
れ
ば
漢
土
で

礼
儀
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
の
は
寧
ろ
日

本
で
あ
る
。
絅
斎
は
礼
儀
成
立
の
遅
速
よ
り
も
実
態
を
見
る
べ
き
と

説
い
た
。
か
く
の
如
く
、
自
国
を
し
て
「
夷
狄
」
と
称
す
る
儒
者
へ

の
批
判
を
展
開
し
た
上
で
、

日
本
ノ
モ
ノ
ガ
唐
カ
本
ジ
ヤ
ト
云
様
モ
ナ
イ
、
風
土
一
定
シ
テ

イ
ル
故
、
九
州
ハ
九
州
ノ
ヤ
ウ
ニ
ヒ
ラ
ケ
テ
ア
リ
、
日
本
ハ
日

本
ノ
様
ニ
ヒ
ラ
ケ
テ
ア
リ
、義
理
ハ
同
コ
ト
デ
風
土
ノ
チ
カ
フ
、

ソ
レ
デ
日
本
カ
ラ
唐
ヲ
取
ウ
ト
ス
ル
モ
ワ
ル
シ
、
唐
カ
ラ
日
本

ヲ
取
ラ
ト
ス
ル
モ
ワ
ル
イ
、
メ
ン
〳
〵
ノ
国
ナ
リ
ヲ
立
テ
ア
ル

ガ
ヨ
イ
ゾ
、
山
崎
先
生
ノ
説
モ
カ
フ
ゾ
、

絅
斎
は
「
義
理
」
は
万
国
共
通
し
、
普
遍
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、

一
方
で
国
に
よ
っ
て
「
風
土
」
は
異
な
る
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、『
靖
献
遺
言
』
の
当
初
執
筆
方
針
が
そ
う
で
あ
っ
た

様
に
、
絅
斎
は
『
論
語
師
説
』
で
も
、
日
本
の
忠
臣
義
士
を
例
示
し

て
い
る
。
述
而
第
七
「
子
之
所
愼
」
章
へ
附
さ
れ
た
集
註
「
将
に
祭

ら
ん
と
し
て
其
の
思
慮
の
斉
は
ざ
る
者
を
斉
へ
て
、
以
て
神
明
に
交

は
る
な
り
。
誠
の
至
り
と
至
ら
ざ
る
と
、
神
の
饗
と
饗
せ
ざ
る
と
、

皆
此
に
決
す
」
の
講
説
に
は
、

我
心
ニ
本
生
親
ノ
イ
ト
ヲ
シ
イ
ト
云
心
ガ
ツ
モ
リ
〳
〵
テ
、
其

名
ヲ
神
主
ニ
立
テ
思
ヒ
思
フ
心
ガ
余
義
ナ
フ
至
リ
〳
〵
ス
レ

バ
、
我
心
上
至
リ
〳
〵
カ
ラ
我
心
上
ノ
理
ナ
リ
ニ
、
先
祖
ノ
鬼

神
ヲ
生
ス
ル
ゾ
、
其
為
ノ
斎
ユ
ヘ
ア
ダ
ヲ
ロ
ソ
カ
ナ
事
テ
ナ
ヒ

サ
云
ヘ
ハ
、
我
心
カ
ラ
生
ミ
出
シ
テ
ソ
ウ
ヨ
リ
外
ナ
イ
、
ナ
レ

ト
モ
子
ノ
身
ニ
ハ
親
ナ
リ
ノ
理
ガ
ア
ル
ゾ
、
長
度
湊
川
ニ
楠
ガ

死
ナ
レ
タ
ト
云
ヘ
ハ
サ
云
理
ガ
天
地
ア
ラ
ン
カ
キ
リ
ハ
有
故
、

祠
堂
ヲ
立
レ
ハ
感
ス
ル
筈
ノ
事
ソ
、

儒
学
に
於
け
る
先
祖
祭
祀
の
法
を
説
い
た
上
で
、
絅
斎
は
湊
川
で
倒

れ
た
南
朝
の
忠
臣
楠
木
正
成
の
「
理
」
は
天
地
あ
る
限
り
は
存
在
し
、

祠
堂
を
設
け
て
こ
れ
を
祭
る
と
「
感
ス
ル
筈
ノ
事
」
と
、
神
主
へ
の

祭
祀
を
通
じ
て
楠
公
の
精
神
継
承
を
説
く
の
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如

く
楠
木
正
成
を
敬
慕
し
た
絅
斎
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
彼
の
講
じ
た
憲

問
篇
ま
で
の
間
に
楠
公
の
名
は
右
を
含
め
て
『
論
語
師
説
』
で
は
、

散
見
さ
れ
る（
（2
（

。
こ
こ
で
は
楠
公
を
例
示
し
た
注
意
す
べ
き
講
説
を
掲

げ
、
そ
の
意
味
す
る
所
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

公
冶
長
第
五
「
令
尹
子
文
、
三
仕
為
令
尹
」
章
の
講
説
で
絅
斎
は



九
八

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

「
君
ノ
為
ニ
身
ヲ
尽
」
す
と
は
、「
其
ワ
ザ
カ
本
心
ト
ト
モ
ニ
伯
夷
叔

斉
ノ
様
ナ
心
」
と
、
武
王
の
放
伐
を
是
と
し
な
か
っ
た
伯
夷
叔
斉
の

如
く
あ
れ
と
い
う
。
そ
う
し
て
、

…
仁
者
デ
ナ
ケ
レ
バ
義
理
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
ル
ヽ
、
安
ス
ル
心
デ

コ
ソ
有
マ
イ
、
ズ
レ
如
在
ナ
ウ
心
ヲ
ツ
ク
シ
テ
ト
死
ス
ル
ハ
ト

ウ
ア
ツ
テ
モ
仁
ノ
筋
ゾ
、
楠
ガ
後
醍
醐
天
皇
ノ
タ
メ
ニ
一
生
身

ヲ
ツ
ク
シ
タ
ヲ
ミ
レ
バ
ア
ノ
通
テ
其
間
ニ
浮
屠
ニ
マ
ヨ
ウ
タ
コ

ト
有
ト
モ
死
ス
ル
迠
子
ヲ
教
テ
君
ノ
為
ニ
ス
ル
本
心
故
ア
レ
ナ

リ
ノ
仁
ト
ハ
ユ
ル
サ
ル
ヽ
、
忠
義
ノ
心
ト
云
ニ
キ
ズ
ハ
ツ
カ
ヌ

ゾ
、

「
繾
綣
惻
怛
」
の
人
（「
仁
者
」）
で
な
け
れ
ば
、
伯
夷
叔
斉
の
様
に

安
ん
じ
て
君
へ
義
を
尽
く
す
事
は
出
来
な
い
。
日
本
で
あ
れ
ば
、
後

醍
醐
天
皇
の
為
に
私
心
無
く
決
死
の
戦
へ
臨
み
、
そ
の
直
前
に
子
息

楠
木
正
行
へ
天
皇
に
忠
義
を
尽
く
す
べ
し
と
教
え
諭
し
た
楠
公
こ
そ

が
、「
忠
義
ノ
心
ト
云
ニ
キ
ズ
ハ
ツ
カ
ヌ
ゾ
」と
門
人
に
呼
び
か
け
た
。

　

或
い
は
同
じ
く
公
治
長
第
五
「
吾
未
見
剛
者
」
章
に
対
す
る
講
説

で
も
絅
斎
は
、

剛
者
ト
名
ガ
ツ
ク
カ
ラ
ハ
全
備
全
体
始
終
テ
無
テ
ハ
云
ル
ヌ
、

日
本
ノ
武
士
ニ
ツ
ヨ
イ
ト
云
ガ
楠
カ
様
ナ
者
ハ
ツ
ヨ
イ
ト
云
ハ

ル
ヽ
、
赤
松
ガ
ヤ
ウ
ナ
者
ハ
腰
ヌ
ケ
ゾ
、

と
、
足
利
方
に
着
き
、
建
武
親
政
に
反
旗
を
翻
し
た
赤
松
氏
と
対
照

的
に
「
全
備
全
体
始
終
」
を
尽
く
し
た
堅
強
不
屈
の
武
士
と
し
て
楠

公
を
例
示
す
る
。
こ
こ
で
参
考
と
な
る
の
も
、『
剣
術
筆
記
』
に
見

え
る
以
下
の
言
で
あ
る
。
曰
く
、

な
ほ
己
が
躰
命
を
捨
て
ず
し
て
み
づ
か
ら
長
勝
を
取
ら
ん
と
欲

す
る
者
は
、
い
づ
く
ん
ぞ
真
勇
と
為
す
に
足
ら
ん
や
。
士
た
る

者
の
、
ま
さ
に
大
い
に
恥
づ
べ
き
所
な
り
。
こ
こ
を
以
て
能
く

剣
を
用
ふ
る
者
は
、
先
づ
我
が
死
に
向
か
ふ
の
志
を
し
て
、
進

な
く
退
な
く
、
平
日
即
ち
敵
に
対
し
、
敵
に
対
す
る
も
亦
た
平

日
、
生
や
死
や
貫
い
て
一
日
の
如
く
な
ら
し
む
。
こ
れ
乃
ち
吾

が
学
の
根
本
、
至
剛
懼
る
る
こ
と
な
き
の
極
功
、
而
し
て
技
術

の
精
、
こ
こ
に
於
て
か
施
す
べ
し
。（
八
〇
〜
八
一
頁
）

「
真
勇
」
と
は
死
を
覚
悟
す
る
事
で
あ
る
。
死
を
志
し
、
進
退
を
決
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
、
楠
木
正
成
と
は
「
我
が
死
に
向
か
ふ
の

志
」
を
固
め
て
、決
死
の
戦
に
臨
ん
だ
「
剛
者
」
の
実
例
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
『
師
説
』
に
見
え
る
楠
公
論
を
絅
斎
の
「
内
外
」
論
に
則

し
て
見
れ
ば
、
楠
公
は
死
に
直
面
し
た
究
極
的
な
「
事
物
」
に
接
し

よ
う
と
も
、修
練
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
た
「
真
勇
」
を
持
つ
、「
剛
者
」

で
あ
り
、「
義
」（「
外
」）
を
以
て
、
我
が
「
心
」（「
内
」）
を
制
し
、

そ
の
「
心
」
の
内
包
す
る
「
身
」（「
外
」）
で
宜
し
く
「
事
物
」
を

制
し
た
「
内
外
一
致
」
の
人
物
で
あ
り
、「
繾
綣
惻
怛
」
の
人
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
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そ
こ
で
絅
斎
が
『
師
説
』
の
中
で
、
楠
公
を
例
示
す
る
所
以
に
つ

い
て
、
参
考
と
な
る
の
は
、『
靖
献
遺
言
講
義
』
巻
之
三
〈
陶
淵
明
〉

で
あ
る
。
曰
く
、

コ
ヽ
ノ
文
義
デ
能
見
ヨ
、
百
世
ノ
師
ヂ
ヤ
ト
云
コ
ト
ガ
証
拠
ニ

ハ
長
イ
コ
ト
モ
ナ
イ
、
頑
夫
モ
廉
ニ
懦
夫
モ
志
ヲ
立
ル
コ
ト
有

云
々
ノ
験
ヲ
見
ヨ
。
イ
カ
ナ
浦
端
デ
モ
、
一
文
字
引
ヌ
匹
夫
匹

婦
デ
モ
、
昔
物
語
ニ
武
蔵
坊
弁
慶
・
判
官
義
経
・
楠
物
語
ヲ
シ

タ
口
ツ
キ
デ
伯
夷
・
叔
斉
ノ
本
末
ヲ
能
合
点
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
言
ヒ

キ
カ
セ
テ
見
ヨ
。
如
何
ナ
ル
弱
キ
者
デ
モ
卑
劣
ナ
モ
ノ
デ
モ
、

汗
ヲ
カ
イ
テ
感
慨
セ
ヌ
モ
ノ
ハ
ナ
イ
ゾ
。（
三
二
九
頁
）

『
靖
献
遺
言
』
と
は
漢
土
の
歴
史
を
納
め
て
い
る
事
か
ら
、
知
ら
な

い
者
に
と
っ
て
は
同
書
の
理
解
に
困
難
が
生
じ
か
ね
な
い
。
そ
う
し

た
不
案
内
な
人
に
対
し
て
講
ず
る
時
、
ま
た
軟
弱
、
卑
屈
な
者
に
対

し
て
講
ず
る
時
で
あ
っ
て
も
、
日
本
人
な
ら
ば
判
官
贔
屓
や
楠
木
正

成
を
説
く
よ
う
に
講
ず
れ
ば
、
ま
る
で
我
が
身
の
如
く
感
じ
、
汗
を

か
い
て
感
慨
す
る
に
違
い
な
い
。
絅
斎
は
国
史
を
例
示
し
て
、『
靖

献
遺
言
』
に
納
め
ら
れ
た
漢
土
の
先
哲
が
発
揮
し
た
忠
義
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
説
こ
う
と
し
て
い
た
。『
靖
献
遺
言
』
の
当
初
執
筆

方
針
、
ま
た
同
書
が
「
世
人
」
を
意
識
し
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
事
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
う
し
た
工
夫
を
同
書
の
講
説
の
際
に
行
っ
て

い
た
事
は
当
然
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、注
意
す
べ
き
は
闇
斎
の
講
義
形
式
で
あ
る
。
闇
斎
の『
論

語
』
講
義
の
実
態
は
定
か
で
な
い
が
、
彼
は
経
書
を
分
か
り
や
す
く

説
く
為
に
、
身
近
な
存
在
を
例
示
し
な
が
ら
そ
の
具
体
的
な
実
践
方

法
を
も
示
す
講
義
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
闇
斎
の
講

じ
た
『
敬
斎
箴
講
義
』（『
山
崎
闇
斎
学
派　

日
本
思
想
大
系
31
』
所

収
）
で
は
、「
意
念
ヲ
防
ギ
止
ム
ル
コ
ト
ハ
、
城
ヲ
守
ル
如
ス
ベ
シ
。

城
ト
云
モ
ノ
ハ
敵
ヲ
防
ン
為
、
且
亦
甲
乙
ノ
人
ニ
マ
ギ
レ
テ
、
ウ
サ

ン
ナ
ル
モ
ノ
入
ン
カ
ト
常
ニ
番
ヲ
付
テ
、
要
害
ヲ
厳
シ
フ
シ
テ
、
兼

テ
守
ラ
ス
ル
者
也
。
如
レ
此
キ
ビ
シ
ク
意
念
ヲ
防
ゲ
ト
也
」（
八
九
頁
）

と
、
意
念
を
防
ぐ
心
法
と
は
、
例
え
ば
敵
か
ら
城
を
守
る
べ
く
、
番

人
を
付
け
て
要
害
を
張
り
巡
ら
す
如
く
あ
れ
、
と
具
体
的
に
説
い
て

い
る
事
か
ら
も
明
瞭
で
あ
る
。
こ
う
し
た
工
夫
に
よ
っ
て
聴
講
者
は

経
書
の
教
え
を
親
身
に
感
ず
る
事
が
出
来
よ
う（
（2
（

。
絅
斎
の
『
師
説
』

に
見
え
る
楠
公
の
記
事
も
、
同
様
の
工
夫
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
絅
斎
は
『
論
語
』
に
記
さ
れ
た
教
え
が
空
理

で
な
い
事
を
示
す
べ
く
、
日
本
人
な
ら
ば
「
汗
ヲ
カ
イ
テ
感
慨
セ
ヌ

モ
ノ
ハ
ナ
イ
」
楠
木
正
成
を
挙
げ
る
事
で
、日
本
人
と
し
て
『
論
語
』

に
記
さ
れ
た
教
え
を
体
認
し
、
そ
の
教
え
を
実
践
す
る
模
範
的
実
例

を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
の
如
き
講
説
を
展
開
し
た
絅
斎
が
御
所
の
あ
る
京
に
在
っ
て

処
士
に
徹
し
て
い
た
事
は
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
君
臣
ノ
名
分
一



一
〇
〇

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

度
立
タ
位
ノ
変
ス
ル
コ
ト
ナ
イ
」、
日
本
の
「
風
土
」
の
中
で
、「
民

タ
ル
ナ
リ
デ
君
ヲ
見
ハ
ナ
」
す
事
無
く
、
ま
た
「
忠
義
ノ
心
ト
云
ニ

キ
ズ
」
を
付
け
ぬ
よ
う
、
普
遍
的
な
る
「
義
理
」（「
外
」）
を
日
本

人
と
し
て
現
実
社
会
で
実
践
し
て
い
た
事
を
意
味
し
て
い
よ
う（
（2
（

。
か

く
あ
れ
ば
、理
想
的
な
「
君
民
一
体
」
の
「
信
」
が
立
っ
た
「
社
会
」

は
実
現
さ
れ
、
日
本
の
「
風
土
」
も
ま
た
護
持
さ
れ
る
。
絅
斎
は
自

ら
の
講
ず
る
内
容
を
徹
底
的
に
実
践
し
て
い
た（
（2
（

。

　

抑
々
、
漢
土
に
於
け
る
朱
子
学
と
は
「
士
大
夫
」
の
学
で
あ
り
、

科
挙
に
及
第
し
、
現
実
政
治
に
参
画
す
る
事
を
主
眼
と
し
て
い
た
。

科
挙
制
度
の
無
い
日
本
に
あ
っ
て
は
政
治
を
担
う
武
士
に
則
し
た
士

道
論
が
展
開
さ
れ
、
或
い
は
武
士
に
仕
え
る
事
で
現
実
政
治
に
参
画

を
試
み
る
儒
者
も
い
た
。絅
斎
は
仕
官
す
る
事
は
無
か
っ
た
も
の
の
、

「
嘉
右
衛
門
殿
ノ
心
」
を
込
め
た
書
を
、
政
治
を
担
う
武
士
は
も
と

よ
り（
（3
（

、「
世
人
」
に
も
向
け
て
板
行
し
、
闇
斎
の
学
問
を
世
に
広
め

よ
う
と
し
て
い
た
事
は
間
違
い
な
い
。
絅
斎
は
常
に
「
世
人
」
を
意

識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
『
論
語
』
に
記
さ
れ
る
理
想
的
社

会
（「
君
民
一
体
」）
が
実
現
さ
れ
る
為
に
は
、
武
士
は
も
と
よ
り
、

政
治
を
担
わ
ぬ
全
て
の
「
世
人
」
も
「
繾
綣
惻
怛
」
の
人
（「
仁
者
」）

に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
は
当
然
、「
世
人
」
も
「
修
行
」

に
努
め
る
事
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
絅
斎
に
よ
る
『
論
語
』
の

「
講
学
」
も
、「
世
人
」
が
日
本
人
と
し
て
『
論
語
』
を
平
易
に
理
解

出
来
る
よ
う
な
工
夫
が
為
さ
れ
る
の
は
自
然
で
あ
り
、
そ
の
工
夫
の

一
つ
が
『
師
説
』
に
掲
げ
ら
れ
た
楠
木
正
成
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

以
上
の
如
く
、
絅
斎
は
日
本
の
「
風
土
」
の
中
で
、
日
本
人
と
し

て
『
論
語
』
を
読
み
、
た
だ
「
心
」
を
養
う
に
飽
き
足
ら
ず
、
そ
れ

を
日
本
人
と
し
て
「
身
」
を
以
て
社
会
で
実
践
せ
し
め
る
べ
く
、
講

義
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
『
論
語
』
講
義
と
は
、
師
山
崎
闇
斎
が

表
彰
し
た
『
拘
幽
操
』（「
嘉
右
衛
門
殿
ノ
心
」）
と
、
そ
の
心
を
込

め
た
自
著
『
靖
献
遺
言
』
に
基
づ
き
な
が
ら
、「
繾
綣
惻
怛
」
の
人

に
な
る
事
を
主
眼
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

か
よ
う
な
講
義
を
展
開
す
る
浅
見
絅
斎
自
ら
も
実
践
に
努
め
、
気

迫
あ
る
講
義
を
行
っ
た（
（3
（

。
そ
の
肉
声
と
、「
講
学
」
の
臨
場
感
を
そ

の
ま
ま
記
し
た
『
論
語
師
説
』
は
、
彼
の
門
流
に
脈
々
と
継
承
さ
れ

る
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
『
論
語
師
説
』
よ
り
窺
え
る
浅
見
絅
斎
の
講
義
姿
勢
と
は
、『
論
語
』

の
内
容
を
体
認
さ
せ
る
事
を
主
眼
と
し
て
い
た
。
か
よ
う
な
姿
勢
で

展
開
さ
れ
る
講
義
に
は
自
ず
と
絅
斎
の
心
身
観
も
窺
え
る
。
絅
斎
は

「
内
」（「
心
」）
と
「
外
」（「
身
」）
を
厳
格
に
分
け
た
上
で
、
そ
れ



浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
と
繾
綣
惻
怛

一
〇
一

ぞ
れ
修
養
を
徹
底
す
る
事
で
「
内
外
一
致
」
の
極
致
に
至
ら
ん
と
す

る
。こ
の
状
態
は
、「
真
実
君
ヲ
大
切
ニ
思
フ
繾
綣
惻
怛
ノ
心
」に
よ
っ

て
、
自
然
と
「
身
」
が
「
心
」
と
連
動
し
て
親
へ
孝
を
尽
く
し
、
君

へ
忠
を
尽
く
す
事
を
意
味
し
て
い
る
。
絅
斎
の
『
論
語
』
講
義
と
は
、

か
く
の
如
き
「
繾
綣
惻
怛
」
の
人
に
な
る
事
が
究
極
的
な
目
的
に
他

な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
彼
は
日
本
に
於
け
る
『
論
語
』
実
践
の
在
り

方
を
も
説
い
た
。

　

絅
斎
は
「
君
臣
ノ
名
分
一
度
立
タ
位
ノ
変
ス
ル
コ
ト
ナ
イ
」、
日

本
の
「
風
土
」
の
中
で
、『
論
語
』
に
記
さ
れ
た
教
え
を
実
践
す
る

な
ら
ば
、
忠
義
を
尽
く
す
べ
き
君
主
と
は
天
皇
で
あ
る
事
を
説
く
。

そ
う
す
る
事
で
、「
君
民
一
体
」
の
「
信
」
が
立
っ
た
理
想
的
な
社

会
は
実
現
さ
れ
、
同
時
に
日
本
の
「
風
土
」
も
守
ら
れ
る
。
そ
こ
で

絅
斎
は
『
論
語
』
の
教
え
を
体
認
し
、「
繾
綣
惻
怛
」
の
人
と
し
て

そ
の
教
え
を
実
践
す
る
際
、
模
範
と
す
べ
き
人
物
と
し
て
後
醍
醐
天

皇
に
忠
義
を
尽
く
し
た
忠
臣
楠
木
正
成
を
具
体
的
に
掲
げ
る
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
絅
斎
が
御
所
の
あ
る
京
を
一
歩
も
動
か
ず
、
処
士
と

し
て
一
生
を
貫
徹
さ
せ
た
事
は
、
身
を
も
っ
て
『
論
語
師
説
』
で
説

い
た
講
義
内
容
を
体
言
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

か
く
の
如
き
絅
斎
に
よ
る
『
論
語
師
説
』
は
自
身
の
下
に
集
う
門

弟
ら
に
説
い
た
も
の
で
、
そ
の
講
義
筆
記
も
学
脈
内
部
で
丁
重
に
保

管
さ
れ
た
事
か
ら
、
一
見
す
る
と
講
義
対
象
者
は
限
定
的
で
あ
り
、

ま
た
閉
鎖
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
絅
斎
そ
の
人
は
日
本
の
「
風
土
」

の
中
で
、
日
本
人
と
し
て
『
論
語
』
に
記
さ
れ
た
教
え
を
「
世
人
」

に
体
認
さ
せ
、
さ
ら
に
実
践
さ
せ
る
事
を
意
図
し
て
い
た
。
講
義
を

展
開
す
る
浅
見
絅
斎
そ
の
人
は
講
義
対
象
者
を
目
前
と
す
る
弟
子
に

限
定
し
て
居
な
か
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

　

や
が
て
、
学
脈
内
部
（
絅
斎
─
若
林
強
斎
〈
望
楠
軒
〉）
で
秘
匿

さ
れ
た
講
義
筆
記
が
他
の
学
脈
（
佐
藤
直
方
、
三
宅
尚
斎
）
や
、
さ

ら
に
他
学
派
へ
も
漏
れ
伝
わ
り
、
そ
の
閉
鎖
性
が
開
か
れ
た
時
、
絅

斎
の
講
義
内
容
（
講
義
筆
記
）
は
実
践
を
志
向
す
る
『
論
語
』
訓
蒙

書
と
し
て
広
く
受
容
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。然
り
と
せ
ば
、

今
後
は
先
ず
、
浅
見
絅
斎
の
講
義
筆
記
が
崎
門
学
派
内
部
で
如
何
に

影
響
を
及
ぼ
せ
る
の
か
、検
討
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）　
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
存
在
、
ま
た
概
念
に
つ
い
て
は
、
石
本
道
明
「
江
戸

期
『
論
語
訓
蒙
書
』
の
概
念
と
範
囲
」（『
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
研

究
─
第
一
集
─
』
國
學
院
大
學
大
学
院
、
平
成
三
十
年
所
収
）
参
照
。

（
２
）　

青
木
洋
司
「
毛
利
貞
斎
『
重
改
論
語
集
註
俚
諺
鈔
』
に
つ
い
て
─
引
用

諸
註
を
中
心
と
し
て
」（『
日
本
儒
教
学
会
報
』
四
、
令
和
二
年
）、
石
本
道

明
「
中
村
惕
斎
『
論
語
示
蒙
句
解
』
小
考
─
学
問
は
人
格
の
陶
治
の
た
め

に
─
」（『
新
し
い
漢
文
学
教
育
』
六
九
、
令
和
元
年
）
な
ど
は
、
江
戸
前



一
〇
二

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

中
期
に
於
け
る
『
論
語
』
の
注
釈
書
、
著
作
の
考
証
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　

石
本
氏
は
崎
門
学
派
の
講
義
筆
記
を
し
て
、「
こ
れ
は
口
述
で
あ
る
か
ら

当
然
『
仮
名
書
』
と
な
り
、
後
述
の
よ
う
に
〝
訓
蒙
〟
の
役
割
を
果
た
す

効
果
が
あ
る
」（「
江
戸
期
『
論
語
訓
蒙
書
』
の
概
念
と
範
囲
」
三
頁
）
と

指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

（
４
）　

近
藤
啓
吾
「
若
林
強
斎
の
人
物
」（『
若
林
強
齋
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、

昭
和
五
十
四
年
）
四
一
～
四
二
頁
参
照
。

（
５
）　

こ
の
他
に
も
近
藤
啓
吾
「
川
島
栗
斎
所
講
『
論
語
講
義
』
に
つ
い
て
─

崎
門
朱
子
学
概
論
─
」（『
続
々
山
崎
闇
齋
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、
平
成

四
年
所
収
）、
同
「
中
山
菁
莪
の
『
論
語
師
説
』」、「
伴
部
安
崇
の
『
論
語
』

講
義
の
考
察
─
幕
臣
崎
門
学
者
の
思
想
的
限
界
」（『
小
野
鶴
山
の
研
究
』

神
道
史
学
会
、
平
成
十
四
年
所
収
）
は
、
闇
斎
─
絅
斎
─
強
斎
と
望
楠
軒

に
於
い
て
師
承
一
貫
さ
れ
た
『
論
語
』
講
説
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
お

ら
れ
る
。

（
６
）　

浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
に
つ
い
て
は
、
他
に
木
南
卓
一
『
論
語
集
註

私
新
抄
』（
明
徳
出
版
、平
成
十
三
年
）
が
『
論
語
集
註
』
の
註
釈
と
し
て
、

同
書
の
理
解
を
深
め
る
為
に
『
論
語
師
説
』
を
多
く
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、

そ
の
成
立
や
同
書
の
訓
蒙
的
性
質
に
つ
い
て
は
西
岡
和
彦
解
題
「『
論
語
師

説
』」（『
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
硏
究
─
第
一
集
─
』
所
収
）
が
纏
め

て
お
ら
れ
る
。

（
７
）　

浅
見
絅
斎
に
つ
い
て
は
、佐
藤
豊
吉
『
浅
見
絅
齋
先
生
と
其
の
主
張
』（
山

本
文
華
堂
、昭
和
八
年
）、近
藤
啓
吾
『
浅
見
絅
齋
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、

昭
和
四
十
五
年
）、『
靖
献
遺
言
講
義
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
六
十
二
年
）、

同
・
金
本
正
孝
編
『
浅
見
絅
齋
集
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
元
年
）、
早
川

雅
子
「
浅
見
絅
斎
の
「
生
き
身
」
の
思
想
を
め
ぐ
っ
て
─
近
世
儒
学
に
お

け
る
身
体
観
の
一
考
察
─
」（『
哲
学
・
思
想
論
叢
』
一
七
、
平
成
十
一
年
）、

清
水
則
夫
「
浅
見
絅
斎
の
神
道
観
と
道
に
つ
い
て
」（『
日
本
思
想
史
学
』

三
九
、
平
成
十
九
年
）、「
絅
斎
、
直
方
、
良
顕
─
近
世
前
期
に
お
け
る
山

崎
闇
斎
学
派
の
論
争
に
つ
い
て
─
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
二
五
、
平

成
二
十
年
）、「
浅
見
絅
斎
と
谷
秦
山
の
論
争
を
め
ぐ
っ
て
」（『
年
報
日
本

思
想
史
』
八
、平
成
二
十
一
年
）、「
浅
見
絅
斎
の
「
大
義
名
分
」
の
再
検
討
」

（『
日
本
思
想
史
学
』
四
八
、平
成
二
十
八
年
）、石
本
道
明
「
浅
見
絅
斎
『
楚

辞
師
説
』
小
考
」『
國
學
院
雑
誌
』
一
一
六
─
十
二
、
平
成
二
十
七
年
）
等

を
参
照
。

（
８
）　

闇
斎
に
よ
る
『
四
書
集
註
』
復
元
過
程
は
近
藤
啓
吾
「
嘉
点
『
論
語
集
註
』

の
研
究
」（『
山
崎
闇
齋
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、
昭
和
六
十
一
年
所
収
）

参
照
。

（
９
）　
『
四
書
序
考
』
に
つ
い
て
は
、
西
岡
和
彦
解
題
「『
論
語
序
考
』」（『
江
戸

期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
研
究
─
第
二
集
─
』
國
學
院
大
學
大
学
院
、
令
和

二
年
所
収
）
を
参
照
。

（
10
）　

本
稿
で
は
嘉
点
『
論
語
集
註
』（
嘉
永
七
年
改
刻
、
蕯
摩
府
学
蔵
版
、
十
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一
〇
三

冊
本
）
を
底
本
と
し
、
訓
読
は
吹
野
安
・
石
本
道
明
『
孔
子
全
書
』
一
～

一
〇
（
明
徳
出
版
社
、
平
成
十
一
年
～
平
成
二
十
四
年
）
を
適
宜
、
参
考

と
し
た
。

（
11
）　

土
田
健
次
郎
「
第
五
章　

学
問
論
─
格
物
」（（『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
汲

古
書
院
、令
和
元
年
所
収
）
に
よ
れ
ば
、朱
子
学
に
於
け
る
「
講
学
」
と
は
、

「
講
学
は
師
に
た
ず
ね
て
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
時
に
、
集
団
で
検
討
す
る

こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
講
学
は
多
数
決
で
決
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
自
分
の
納
得
が
最
終
的
な
決
め
手
に
な
る
が
、
少
な
く

と
も
集
団
の
中
で
揉
み
合
う
こ
と
が
必
須
で
あ
る
」（
二
八
六
頁
）
と
、
そ

の
効
果
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

（
12
）　

同
右
、
三
一
〇
～
三
二
八
頁
参
照
。

（
13
）　

為
政
第
二
で
は
『
論
語
』
に
記
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
明
確
に
「
聖

人
ノ
大
ナ
上
ニ
体
認
シ
テ
見
タ
ガ
ヨ
イ
」
と
講
じ
て
い
る
。

（
14
）　
「
読
書
」
と
体
認
に
つ
い
て
、
参
考
と
な
る
の
は
山
崎
闇
斎
も
敬
慕
し
た

明
儒
・
薛
瑄
の
『
読
書
録
』
巻
之
一
〇
（
読
点
筆
者
、
引
用
に
際
し
て
は

國
學
院
大
學
西
岡
和
彦
先
生
家
蔵
本
を
御
借
り
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
）
に
見
え
る
「
為
レ
学
ヲ
第
一
ノ
功
夫
、
立
ル
ヲ

レ
心
ヲ
為
レ
本
ト
、

存
ル
ト
ハ
心
則
読
レ
書
ヲ
窮
レ
理
ヲ
、
躬
行
践
履
、
皆
自
レ
此
進
ム
、
孟
子
ノ
曰
、

学
問
ノ
之
道
、
無
レ
他
、
求
ル

二
其
ノ
放
心
ヲ

一
而
已
、
程
子
ノ
曰
、
聖
賢
ノ
千
言

万
語
、
只
是
欲
下
人
将
テ
将
二
己
ニ
放
ノ
之
心
ヲ
、
収
テ

レ
之
反
テ
入
レ
身
ニ
来
テ
、

自
能
ク
尋
テ
向
レ
上
ニ
去
ン
コ
ト
ヲ

上
、皆
此
ノ
意
也
」
で
あ
る
。
こ
の
言
に
つ
い
て
、

細
谷
惠
志
「
薛
瑄
の
『
読
書
録
』
と
そ
の
修
養
説
」（『
薛
瑄
と
明
代
朱
子

学
の
研
究
』
明
徳
出
版
社
、
平
成
二
十
八
年
所
収
）
は
、「
為
学
の
工
夫
で

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
読
書
窮
理
で
あ
る
…
読
書
の
大
切
な
と
こ
ろ
は
、

書
物
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
実
理
を
わ
が
身
心
に
体
究
す
る
こ
と
で
あ
る
」

（
一
一
七
頁
）
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
師
説
』
を
は
じ
め
講
義
筆

記
を
用
い
て
、
独
学
自
習
（「
読
書
」）
す
る
者
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
山
崎

闇
斎
は
じ
め
、
崎
門
学
派
が
薛
瑄
よ
り
の
影
響
、
大
な
る
事
は
同
「『
文
会

筆
録
』
に
見
る
薛
敬
軒
と
闇
斎
の
思
想
」（『
藝
林
』
六
八
─
二
、令
和
元
年
）

参
照
。
な
お
、
絅
斎
の
『
箚
録
』（『
山
崎
闇
斎
学
派　

日
本
思
想
大
系
31
』

岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
五
年
所
収
）
で
も
「
薛
文
清
「
読
書
録
」
ハ
初
学

ノ
読
テ
然
ベ
キ
カ
ト
問
ヘ
ル
人
ア
リ
。
文
清
ノ
学
朱
子
以
来
ノ
人
デ
、
本

然
ノ
学
ニ
於
テ
間
然
ス
ル
ナ
キ
人
、「
読
書
録
」
ハ
其
自
得
ノ
見
処
デ
、
朱

子
ノ
薀
ヲ
得
ラ
レ
タ
説
ド
モ
多
」（
三
二
四
頁
）
と
高
く
評
し
て
お
り
、『
師

説
』
泰
伯
第
八
「
泰
伯
其
可
謂
至
徳
也
已
矣
」
章
で
は
「
此
処
読
書
録
ニ

キ
ハ
メ
テ
云
ヒ
得
ラ
レ
タ
ソ
」
と
、
同
章
に
つ
い
て
は
『
読
書
録
』
が
最

も
詳
し
い
と
す
る
。
同
様
の
事
は
伝
三
宅
尚
斎
講
義
『
三
宅
尚
斎
先
生
論

語
講
義　

全
』（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
碩
水
文
庫
所
蔵
）
で
も
、
同
章
に

つ
い
て
は
「
読
書
録
等
ニ
端
的
ナ
ル
説
カ
多
ク
見
ヘ
タ
ル
也
、
薛
文
靖
カ

此
天
下
ノ
字
ヲ
能
説
テ
置
レ
タ
ル
也
」（
読
点
筆
者
）
と
見
え
る
。

（
15
）　
「
ヤ
マ
レ
ヌ
」
心
（「
仁
」）
と
「
理
」
に
つ
い
て
は
、公
治
長
第
五
に
て
、

「
本
心
ヤ
マ
レ
ヌ
理
ニ
安
ズ
ル
味
ナ
レ
バ
仁
ゾ
、
理
ニ
当
リ
テ
カ
ラ
サ
ウ
シ



一
〇
四

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

テ
ト
云
テ
ハ
ナ
イ
、
理
ニ
ア
タ
ツ
テ
カ
ラ
心
ガ
ド
ウ
ア
ラ
ウ
ヤ
ラ
知
レ
ヌ

ゾ
…
理
カ
ラ
吟
味
シ
其
心
カ
ラ
吟
味
ス
レ
バ
理
ナ
リ
ノ
心
、
心
ナ
リ
ノ
理

ノ
本
心
」
と
明
瞭
に
説
い
て
い
る
。

（
16
）　

近
藤
啓
吾
「
忠
の
説
」（『
浅
見
絅
齋
の
研
究
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、「
忠

と
は
、
仁
の
体
が
、
主
君
に
向
か
つ
て
躍
動
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

さ
れ
ば
絅
斎
は
、
自
己
の
中
に
躍
動
す
る
こ
の
忠
を
体
認
し
具
現
し
実
証

す
べ
き
で
あ
る
と
説
き
、
こ
れ
を
概
念
化
し
理
論
化
す
る
こ
と
を
否
定
す

る
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、
前
掲
石
本
「
浅
見
絅
斎
『
楚
辞
師
説
』
小
考
」

に
よ
れ
ば
、「
絅
斎
の
認
識
で
は
、「
忠
」
は
「
切
な
い
心
」
で
あ
り
、「
忍

び
ぬ
惻
怛
の
心
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
覚
え
ず
肺
肝
よ
り
流
れ
る
」
本

心
か
ら
発
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（
一
二
頁
）
と
絅
斎
の
「
忠
」

と
「
惻
怛
」
の
意
味
つ
い
て
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

（
17
）　

絅
斎
は
『
拘
幽
操
師
説
』
に
於
い
て
、「
父
子
ハ
骨
肉
一
体
ノ
情
ヲ
得
テ
、

自
ラ
離
レ
ラ
レ
ヌ
ヤ
ウ
ナ
ガ
、
君
臣
モ
天
倫
カ
ラ
ハ
父
子
一
体
ノ
様
ニ
、

大
切
ニ
思
ウ
テ
ヤ
ム
ニ
忍
ビ
ヌ
様
ニ
テ
ア
ル
ハ
ズ
ナ
レ
ド
モ
、
君
臣
ト
云

フ
ト
他
人
ト
他
人
ト
ノ
ツ
ナ
ギ
合
セ
ノ
様
ニ
思
ヒ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
情
ガ
ウ

ス
ウ
テ
、何
ト
云
フ
コ
ト
ナ
ウ
ヨ
ソ
外
ニ
ナ
リ
」（
六
七
六
頁
）
と
説
い
た
。

同
様
の
事
は
憲
問
第
一
四
に
も
見
え
、「
忠
ト
云
ハ
君
ニ
カ
ギ
ラ
ズ
朋
友
ニ

モ
カ
ウ
ナ
レ
ド
モ
君
臣
バ
カ
リ
ニ
云
テ
有
ハ
父
子
ハ
骨
肉
ノ
間
ノ
コ
ト
ナ

リ
、
君
臣
ハ
他
人
デ
居
ナ
ガ
ラ
一
体
ナ
モ
ノ
、
故
忠
ト
云
デ
ナ
ウ
テ
ハ
、

ア
ハ
ヒ
ガ
ヘ
ダ
テ
タ
リ
タ
ガ
ル
モ
ノ
故
忠
ヲ
立
ラ
ル
ヽ
ガ
、
ソ
レ
デ
何
ト

シ
テ
モ
勝
手
ニ
立
マ
ハ
ラ
ウ
ト
云
ノ
心
ア
レ
バ
必
ワ
ル
イ
ゾ
」
と
あ
る
。

（
18
）　
「
敬
義
内
外
」
と
心
身
問
題
に
つ
い
て
は
、
久
保
隆
司
「「
敬
義
内
外
」

説
と
「
神
儒
兼
学
」
と
の
関
係
性
に
お
け
る
闇
斎
神
学
の
構
造
的
理
解
に

つ
い
て
─
主
に「
静
坐
」を
通
し
て
の
心
身
論
的
視
点
か
ら
の
探
求
─
」（『
藝

林
』
六
八
─
二
、
令
和
元
年
）
に
詳
し
い
。

（
19
）　

顔
淵
第
一
二
に
於
い
て
、
絅
斎
は
「
心
上
ニ
キ
ザ
ス
モ
身
ニ
動
ク
モ
同

コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
主
意
カ
ラ
云
ヘ
バ
我
ノ
心
守
ハ
行
コ
レ
ニ
ア
ハ
セ
テ
動

ト
云
」
と
説
い
て
い
る
。

（
20
）　

な
お
「
絅
斎
先
生
敬
斎
箴
講
義
」（『
山
崎
闇
斎
学
派　

日
本
思
想
大
系

31
』
所
収
）
で
は
「
日
用
ハ
全
ク
敬
デ
ナ
ケ
レ
バ
立
ヌ
ト
云
」（
一
三
九
頁
）、

「
日
用
ガ
敬
、
敬
ガ
日
用
、
兎
角
離
レ
ヌ
本
然
自
然
ノ
身
ト
ト
モ
ノ
敬
ジ
ヤ
」

（
一
七
八
頁
）
と
明
瞭
に
説
い
て
い
る
。

（
21
）　
『
読
書
録
』
巻
之
一
に
は
、「
当
ニシ

下
於
二
心
意
言
動
ノ
上
ニ

一
倣
ス

中
工
夫
ヲ

上
、

心
必
フ
操
リ
、
意
必
誠
ア
リ
、
言
必
謹
ミ
、
動
必
慎
ム
、
内
外
交〳
〵
修
ル
ノ
之
法
也
」

と
あ
る
如
く
、
言
を
謹
め
ば
、
自
ず
と
動
も
慎
む
と
説
き
、
内
外
共
に
修

養
す
る
大
事
を
説
い
て
い
る
（
解
釈
は
細
谷
惠
志
『
中
国
古
典
新
書
続
編　

読
書
録
』
明
徳
出
版
社
、
平
成
七
年
一
〇
一
頁
参
照
）。
ま
た
巻
之
三
で
は

「
纔
ニ
収
二
斂
ス
ル
ハ
身
心
ヲ

一
、
便
是
レ
居
ル
ナ
リ
敬
、
纔
ニ
尋
二
思
ス
ル
ハ
義
理
ヲ

一
、

便
是
窮
ル
ナ
リ

レ
理
ヲ
、
二
者
交〳
〵
資
テ
、
而
不
レ
可
レ
欠
ク
一
ヲ
也
」
と
、
心
身

共
に
引
き
締
め
る
事
を
「
居
敬
」
と
し
て
い
る
（
同
右
、一
六
一
頁
参
照
）。

か
よ
う
な『
読
書
録
』の
記
述
を
見
る
に
、薛
瑄
の
思
想
は
絅
斎
の
心
身（「
内
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一
〇
五

外
」）
論
に
ま
で
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
事
が
窺
え
よ
う
。
薛
瑄

と
絅
斎
（
ま
た
明
儒
と
崎
門
学
派
）
と
の
関
係
性
、
連
続
性
に
つ
い
て
は

以
上
（
註
〈
14
〉
参
照
）
の
指
摘
に
止
め
、
よ
り
深
き
検
討
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
22
）　

前
掲
久
保
氏
に
よ
れ
ば
、
佐
藤
直
方
は
「
居
敬
」
の
修
養
法
と
「
身
」

の
実
践
と
し
て
朱
子
学
で
重
ん
ぜ
ら
れ
た「
静
坐
」を
高
く
評
価
し
て
い
た
。

闇
斎
も
「
内
外
一
致
」
の
立
場
か
ら
、「
静
坐
」
を
は
じ
め
、
身
を
整
え
て

心
を
専
一
に
さ
せ
る
事
を
重
視
し
た
が
、
直
方
は
「
心
」
を
中
心
に
捉
え

て
お
り
、
飽
く
迄
、「
直
方
に
と
っ
て
の
身
は
「
客
体
と
し
て
の
身
体
」
で

あ
り
、「
心
身
一
致
の
身
体
」
で
な
か
っ
た
」（
一
七
八
頁
）
と
い
う
。
一
方
、

絅
斎
─
若
林
強
斎
は
「
読
書
な
ど
の
窮
理
に
の
め
り
込
み
、
均
衡
を
欠
い

て
い
る
人
に
対
す
る
「
静
坐
」
の
有
効
性
は
否
定
は
し
な
い
が
、
偏
重
に

は
反
対
の
立
場
」
を
と
っ
て
お
り
、彼
ら
が
「「
読
書
」（
窮
理
）
と
「
静
坐
」

（
居
敬
）
の
バ
ラ
ン
ス
」（
一
八
二
頁
）
に
対
し
、
特
に
慎
重
で
あ
っ
た
と

指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

（
23
）　

な
お
、
前
掲
早
川
は
「
他
者
を
我
が
身
の
ご
と
く
痛
切
に
思
う
と
い
う
、

あ
る
種
の
情
動
表
現
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
と
、
そ
の
表
現
を
介
し
て
他
者
と

の
間
に
感
受
性
が
相
互
に
交
わ
り
合
う
。
こ
こ
に
お
い
て
個
我
を
超
え
た

交
わ
り
、
し
か
も
、
き
わ
め
て
情
緒
的
な
交
わ
り
が
成
り
立
つ
。
絅
斎
の

言
説
に
従
え
ば
、
こ
の
情
緒
的
な
交
わ
り
こ
そ
が
真
の
交
わ
り
で
あ
り
、

社
会
的
な
共
同
生
活
を
支
え
そ
の
基
盤
に
あ
る
と
論
定
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
」（
五
四
頁
）
と
し
て
お
ら
れ
る
。

（
24
）　

前
掲
近
藤
『
浅
見
絅
齋
の
研
究
』
七
三
～
七
四
頁
。

（
25
）　
「
浅
見
先
生
学
談
」（『
浅
見
絅
齋
集
』
所
収
）
六
四
三
頁
。

（
26
）　

前
掲
近
藤
「
若
林
強
斎
の
『
論
語
講
義
』」
二
〇
一
～
二
〇
二
頁
。

（
27
）　

強
斎
の
『
論
語
講
義
』
に
も
和
漢
の
人
物
が
見
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
近
藤
氏
は
「
和
漢
の
人
物
を
取
り
上
げ
て
そ
の
進
退
行
蔵
を
解
説
し
、

そ
の
理
解
を
具
体
的
な
ら
し
め
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
態
度
こ
そ
、

闇
斎
・
絅
斎
・
強
斎
と
継
承
さ
れ
来
つ
た
、
物
に
即
し
て
考
へ
、
抽
象
や

観
念
に
陥
る
こ
と
を
排
し
た
学
風
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
聴
く
も

の
を
し
て
、
み
づ
か
ら
も
そ
の
場
に
居
る
の
思
ひ
を
抱
い
て
感
奮
奮
起
せ

し
め
た
で
あ
ら
う
」（
同
右
、
一
八
八
～
一
八
九
頁
）
と
し
て
お
ら
れ
る
。

（
28
）　

前
掲
清
水
「
浅
見
絅
斎
の
「
大
義
名
分
」
の
再
検
討
」
に
よ
れ
ば
、
絅

斎
は
「
自
国
に
対
す
る
忠
誠
を
、
皇
統
の
連
続
や
風
俗
の
良
否
と
い
っ
た

何
ら
か
の
事
実
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
」
事
を
批
判
し
て
お
り
、「
自
国
へ

の
忠
誠
は
純
然
た
る
思
想
的
要
請
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
合
理
化
は
不

要
」（
一
四
四
頁
）
と
し
て
い
た
と
い
う
。
絅
斎
は
「
君
臣
ノ
名
分
一
度
立

タ
位
ノ
変
ス
ル
コ
ト
ナ
イ
」
日
本
の
「
風
土
」
に
限
ら
ず
、
君
国
（
自
国
）

へ
忠
誠
を
尽
く
す
事
を
求
め
た
の
で
あ
り
、結
果
と
し
て
か
よ
う
な「
風
土
」

が
存
在
し
て
い
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
29
）　

こ
の
点
も
『
読
書
録
』
巻
之
三
「
言
不
レ
及
レ
行
ニ
、
可
ノ

レ
恥
ツ
之
甚
ナ
リ
」

の
一
説
が
参
考
と
な
ろ
う
。
絅
斎
は
「
身
」
の
「
修
行
」
の
一
環
と
し
て
、
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「
講
学
」
を
重
ん
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、そ
の
彼
が
「
言
不
及
行
」
と
は
、

「
内
外
」
の
不
一
致
で
あ
り
、
恥
ず
べ
き
事
で
実
践
を
強
く
志
向
す
る
の
は

自
然
で
あ
る
。

（
30
）　

実
際
、『
靖
献
遺
言
講
義
』（『
浅
見
絅
齋
集
』
所
収
）
で
絅
斎
は
同
書
を

し
て
、「
武
士
之
小
学
ト
ス
ル
モ
亦
可
」（
三
一
六
頁
）
と
講
じ
て
い
る
。

（
31
）　

近
藤
啓
吾
「
稲
葉
迂
斎
の
「
学
話
」
よ
り
」（『
浅
見
絅
齋
の
研
究
』
所
収
）

で
は
、「
絅
斎
の
学
問
は
市
井
に
あ
つ
て
個
人
的
修
養
に
耽
ら
ん
と
す
る
も

に
非
ず
し
て
、
興
国
済
民
を
期
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
さ
れ
ば
、
そ
の
至

誠
と
熱
情
と
が
、
聞
く
人
の
心
を
動
か
ず
に
は
ゐ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
」

（
二
七
四
頁
）
と
し
て
お
ら
れ
る
。

附
記　

本
稿
は
國
學
院
大
學
中
國
文
學
學
會
第
六
十
三
回
大
会
（
令
和
二
年
十

月
二
十
五
日
。
於
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
で
の
報
告
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。
当
日

は
国
士
舘
大
学
松
野
敏
之
先
生
、
國
學
院
大
學
青
木
洋
司
先
生
よ
り
、
貴

重
な
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、『
論
語
師
説
』
の
閲
覧
・
複
写
、
楠

本
文
庫
へ
の
調
査
で
は
、国
士
舘
大
学
図
書
館
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・

セ
ン
タ
ー
長
の
藤
森
馨
先
生
を
は
じ
め
、
職
員
の
方
々
よ
り
格
別
の
御
高

配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
浅
見
絅
斎
、『
論
語
師
説
』、
崎
門
、
訓
蒙
、
繾
綣
惻
怛


